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降
雨
量
が
基
準
を
超
え
た
と
き

は
県
道
栗
谷
大
野
線
の
一
部
が
通

行
止
め
に
な
る
た
め
、「
渡
の
瀬
」

か
ら「
西
医
療
セ
ン
タ
ー
」ま
た
は

「
大
竹
駅
」間
を
折
り
返
し
運
行
し

ま
す
。

　
降
雨
量
が
基
準
を
超
え
た
と
き

は
国
道
１
８
６
号
の
一
部
が
通
行

止
め
に
な
る
た
め
、「
深
瀬
」
か

ら
「
大
竹
駅
」
間
を
折
り
返
し
運

行
し
ま
す
。

　
市
内
を
運
行
す
る
バ
ス
に
は
、

こ
い
こ
い
バ
ス
、大
竹
・
栗
谷
線
バ

ス
、坂
上
線
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
台
風
な
ど
の
荒
天
時
、事
故
や

災
害
時
な
ど
に
は
運
休
や
折
り
返

し
運
行
な
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
台
風
な
ど
に
よ
り
高
潮
の
恐
れ

が
あ
る
と
き
は
小
方
港
付
近
の
防

潮
扉
が
閉
ま
り
、運
行
ル
ー
ト
の
一

部
が
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。「
飛

石
港
」バ
ス
停
に
は
停
車
し
ま
せ

ん
。

う
か
い

こ
い
こ
い
バ
ス

大
竹
・
栗
谷
線
バ
ス

坂
上
線
バ
ス

変更は防災行政無線などで
お知らせします。

防災無線の内容を
確認できます

●路線ごとの運行業者

坂上線バス ㈲大竹タクシー

㈲大竹タクシー

㈲大竹交通

㈲大竹交通

路線 運行業者

大竹・栗谷線バス

☎52-3131

☎52-5141

こいこいバス

運行業者

　降雨による通行止めの解除は、道路管
理者（県）のパトロールで、安全が確認さ
れた後になります。
　運行内容が変わるときには、防災行政
無線や市ホームページ（ＱＲコードから検
索）などで情報提供に努めます。ご不明な
点は、自治振興課または運行業者へ問い
合わせてください。

大
雨
の
と
き
は
折
り
返
し
運
行
に

高
潮
の
と
き
は
迂
回
ル
ー
ト
に

「
深
瀬
」〜「
大
竹
駅
」間
折
り
返
し

荒
天
時
・
災
害
時
は

運
行
ル
ー
ト
が
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
自
治
振
興
課 

☎
59
２
１
４
２

市内のバス

公民館・大竹会館【臨時休館】
総合市民会館・図書館【開館時間変更】

※開館時間の変更に伴い､8月15日㈯のトレーニング講
　習会は､14時30分から開催します。

施設名 開館時間変更

総合市民会館
（総合体育館含む）

市立図書館

8月14日㈮・15日㈯
17時閉館

施設名 休館日

玖波公民館

栄公民館

大竹会館

8月14日㈮・15日㈯

8月14日㈮
※8月29日㈯から令和3年2月
　中旬まで工事のため休館

8月31日から
一時移転

問
い
合
わ
せ

　
市
民
税
務
課
　
☎
59
２
１
４
３

期
　
間
　
８
月
31
日
㈪
か
ら
令

和
３
年
２
月
中
旬
ま
で

移
転
先
　
大
竹
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
　
☎
53
６
６
７
７

期
　
間
　
８
月
29
日
㈯
か
ら
令

和
３
年
２
月
中
旬
ま
で

　
大
竹
会
館
の
再
開
な
ど
は
、

広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

大
竹
会
館
を
休
館

大
竹
支
所
を

大
竹
小
体
育
館
内
に
移
転

来
年
２
月
ま
で
―

大 竹 支 所
移の 転

大 竹 会 館
休の 館

大
竹
会
館
の
建
て
替
え
、
ア
ゼ
リ
ア

ホ
ー
ル
の
一
部
改
修
工
事
の
た
め
、
大

竹
支
所
を
一
時
移
転
し
、
大
竹
会
館

を
休
館
し
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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8月1日から新しい保険証・受給者証
国保人間ドック・脳ドック追加募集/
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自筆の遺言書の保管制度
消費者シリーズ/おおたけ・ごみ事情
としょかんだより
情報ステーション
カメラスケッチ
9月の先取り情報ステーション
休日診療/休日水道修理・使用開始
はじめまして/消防団員募集
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新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、掲載している催しなどは
中止、または延期になる場合があります

令和２年
７月豪雨災害義援金に
ご協力ください ―
問い合わせ
　日本赤十字社広島県支部大竹市地区事務局
　（地域介護課内） ☎59-2152

　
７
月
の
大
雨
で
被
災
さ
れ
た
方

を
支
援
す
る
た
め
、日
本
赤
十
字

社
広
島
県
支
部
大
竹
市
地
区
で

は
、次
の
と
お
り
義
援
金
を
受
け

付
け
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間

　
12
月
28
日
㈪
ま
で

募
金
の
方
法

○
窓
口

　
地
域
介
護
課
へ
。

○
募
金
箱

　
次
の
施
設
に
募
金
箱
を
設
置
し

　
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
２
階
正
面
玄
関
付
近

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

全
額
、日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

被
災
さ
れ
た
方
に
届
け
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

被爆 75 周年

―長岡省吾という男がいた―
爪痕を今に伝えるピカドンの

｢平和へのおもい｣開催

原爆死没者追悼平和祈念式典
原爆の日・終戦記念日に黙とうを/
黒い雨体験者相談・支援事業

令和３年度
採用予定 市職員募集

中学生交歓交流事業

問い合わせ
　生涯学習課 ☎28-5680

　沖縄県豊見城市と大竹市の中学
生が毎年相互に訪問し、平和学習
などの交流を行う「中学生交歓交
流事業」は、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため中止します。

中 止
令和２年度

体育協会 体育功労者
令和２年度

体育協会 体育功労者
令和２年度

体育協会 体育功労者

　体育スポーツの向上発展に多大の貢献があった方を表彰しました。

河野　哲男さん
軟式野球連盟審判指導員

巣守　俊英さん
ボクシング協会副会長

山本　紘一さん
軟式野球連盟副会長、
体育協会理事

問い合わせ
　体育協会事務局 ☎53-5800
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長岡 省吾 【ながおか しょうご】
明治34(1901)年～昭和48(1973)年
昭和30(1955)年開館の広島平和記念資料
館初代館長として、現在につながる礎を築
いた。写真:長岡省吾収集 広島平和記念資
料館提供

　作
家
の
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
の

『
父
と
暮
せ
ば
』
と
い
う
戯
曲
の

一
節
だ
。
こ
こ
に
は
、
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
焼
け
野
原
で
、
原

爆
瓦
を
拾
い
集
め
る
男
の
こ
と

が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
男
の

姿
と
、
実
在
し
た
一
人
の
男
の

姿
と
が
重
な
る
。
そ
の
人
の
名

は
、
長
岡
省
吾
。
平
和
記
念
資

料
館
の
初
代
館
長
だ
。

ハ
ル
ビ
ン
で
地
質
学
を
学
ぶ

　明
治
34
年
、
ハ
ワ
イ
移
民
の

子
と
し
て
生
を
受
け
た
長
岡
さ

ん
は
、
幼
い
こ
ろ
に
帰
国
し
、

父
親
の
故
郷
で
あ
る
佐
伯
郡
玖

波
村
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。

旧
制
の
修
道
中
学
校
に
進
み
、

16
歳
で
単
身
中
国
の
ハ
ル
ビ
ン

に
渡
っ
た
。
そ
こ
で
地
質
学
や

鉱
物
学
を
学
び
、
陸
軍
特
務
機

関
や
哈
爾
濱
博
物
館
、
地
質
学

研
究
所
な
ど
を
経
て
、
昭
和
15

年
に
一
家
で
帰
国
。
関
西
の
尼

崎
に
居
を
構
え
な
が
ら
も
、
仕

事
で
大
陸
を
行
き
来
す
る
多
忙

な
日
々
だ
っ
た
と
い
う
。

　「父
は
め
っ
た
に
家
に
い
な
い

人
で
し
た
」
と
、
五
女
の
世
良

禎
子
さ
ん
（
88
歳
　廿
日
市
市
）

は
思
い
返
す
。
そ
ん
な
長
岡
さ

ん
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
を
か
わ

い
が
り
、
犬
や
鳥
を
飼
う
優
し

い
一
面
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　昭
和
19
年
、
郷
里
に
戻
っ
た

長
岡
さ
ん
は
、
広
島
文
理
科
大

学
（
現
：
広
島
大
学
）
の
地
質

学
鉱
物
学
教
室
に
、
授
業
嘱
託

の
職
を
得
る
。
学
生
に
講
義
を

す
る
だ
け
で
な
く
、
実
地
調
査

も
任
さ
れ
て
い
た
。
戦
争
末
期
、

玖
波
の
家
に
は
、
教
授
や
学
生

た
ち
が
疎
開
し
て
お
り
、
大
勢

の
家
族
と
寝
食
を
と
も
に
し
て

い
た
と
い
う
。
食
事
も
「
そ
う

め
ん
な
ど
は
、
バ
ケ
ツ
に
入
れ

て
食
べ
る
よ
う
だ
っ
た
」
と
世

良
さ
ん
は
話
す
。

大
空
覆
う
暗
雲

　８
月
６
日
、
長
岡
さ
ん
は
軍

の
物
資
を
船
舶
輸
送
す
る
暁
部

隊
か
ら
の
命
を
受
け
、
山
口
県

上
関
に
学
生
た
ち
と
地
質
調
査

に
出
か
け
て
い
た
。
連
日
の
調

査
の
疲
れ
で
、
う
と
う
と
し
て

い
る
と
き
「
ド
ン
」
と
い
う
爆

発
音
で
目
覚
め
た
。
朝
食
を
運

ん
で
き
た
当
番
兵
の
「
岩
国
方

面
に
大
火
柱
が
上
が
り
、
目
下

燃
焼
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
言

葉
に
、
不
安
を
覚
え
外
に
出
て

み
る
と
、
暗
雲
と
思
わ
れ
る
入

道
雲
が
大
空
を
覆
っ
て
い
た
と
、

長
岡
さ
ん
は
回
想
し
て
い
る
。

次
々
と
悪
い
情
報
が
も
た
ら
さ

れ
る
た
め
、
調
査
を
中
止
し
て

柳
井
港
に
上
陸
し
た
。
遅
延
し

て
い
る
汽
車
に
乗
り
、
や
っ
と

の
こ
と
で
玖
波
駅
に
た
ど
り
着

く
と
、
知
人
か
ら
「
長
岡
さ
ん

ま
あ
良
く
…
」「
傷
一
つ
受
け
ず

に
…
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
こ

の
と
き
、
広
島
に
落
ち
た
爆
弾
で

街
が
壊
滅
し
た
と
、
よ
う
や
く

知
っ
た
。

　急
ぎ
自
宅
に
戻
り
家
族
の
無

事
を
確
か
め
る
。
当
日
、
建
物

疎
開
の
動
員
で
広
島
市
内
へ
行

く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
予
定
が

変
更
に
な
り
、
玖
波
で
の
作
業

に
な
っ
た
た
め
、
命
拾
い
を
し

た
と
い
う
。

　
　
　下
さ
ん
と
こ
に
は
、
こ

　
　
　れ
と
お
ん
な
じ
に
奇
体

に
曲
が
っ
た
ビ
ー
ル
瓶
じ
ゃ
の
、

ホ
ル
ン
の
よ
う
に
丸
う
な
っ
て

し
も
う
た
一
升
瓶
じ
ゃ
の
が
、

何
十
本
も
あ
る
い
う
が
の
。
他

に
も
、
熱
で
表
面
が
溶
け
て
泡

立
っ
と
る
石
燈
籠
、
針
の
影
が

文
字
盤
に
焼
き
つ
い
と
る
大
時

計
…
…
。」

ど
ー
ろ

ハ
ル
ビ
ン

「
木
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被
爆
75
周
年

75年前の８月６日、一発の爆弾によって、死の街と化した広島。多くの
人が死に、生き残った人にも体や心に大きな爪痕が残された｡同じように
瓦礫の中にも爪痕を残された石や瓦や無数の品々があった。地質学者の
長岡省吾さんは、被爆直後の広島市内で、原爆の熱線にやられた石を集
め始め、その姿から原爆の正体を後世に伝えようとした。
やがて昭和30年に開館した平和記念資料館の館長に就任し、原爆の悲
惨さを訴え続けてきた。しかし、意外とその功績は世に知られていない。
被爆75周年、平和記念資料館開館65周年を迎える今年。長岡省吾さん
の足跡をたどってみたい。【取材　企画財政課】

がれき

―

長
岡
省
吾
と
い
う
男
が
い
た―

爪
痕
を

今
に

伝
え
る

ピ
カ
ド
ン
の
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【上】丸瓦【中】付着した急須と陶器
【下】自転車（3枚とも長岡省吾寄贈 
広島平和記念資料館所蔵）

【
上
】
昭
和
35
年
8
月
7
日
、
皇
太
子
殿
下
（
当
時
）
を
案
内
す
る
長

岡
さ
ん
。（
世
良
禎
子
さ
ん
提
供
）【
下
】
建
設
中
の
平
和
記
念
資
料

館
（
長
岡
省
吾
収
集

　広
島
平
和
記
念
資
料
館
提
供
）

父の著書を開き、思い出を語る
娘の世良禎子さん。

変形したビールびん（長岡省吾
寄贈 広島平和記念資料館所蔵）

念
願
の
資
料
館
の
開
館

　
昭
和
24
年
に
成
立
し
た
『
広

島
平
和
記
念
都
市
建
設
法
』。
こ

の
法
律
に
よ
り
爆
心
地
に
近
い

一
帯
を
平
和
記
念
公
園
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公

園
建
設
の
コ
ン
ペ
で
選
ば
れ
た

の
は
、
広
島
で
青
春
時
代
を
過

ご
し
た
、
建
築
家
の
丹
下
健
三

さ
ん
だ
。
コ
ン
ペ
案
に
基
づ
き
、

公
園
内
に
平
和
記
念
資
料
館
が

建
設
さ
れ
始
め
た
が
、
資
金
難

に
あ
え
ぎ
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
４
年
半
か

け
て
、
よ
う
や
く
昭
和
30
年
８

月
24
日
、
念
願
の
資
料
館
の
開

館
に
こ
ぎ
着
け
、
長
岡
さ
ん
は
、

初
代
の
館
長
に
就
任
し
た
。

　
開
館
後
、
国
内
外
か
ら
数
多

く
の
要
人
を
迎
え
、
自
ら
館
内

を
案
内
し
た
。
６
年
半
の
館
長

時
代
も
核
を
取
り
巻
く
世
界
情

勢
の
影
響
や
、
あ
く
ま
で
現
物

の
展
示
に
こ
だ
わ
る
長
岡
さ
ん

と
市
と
の
意
見
の
相
違
な
ど
、

苦
労
は
絶
え
な
か
っ
た
。

島
に
と
っ
て
得
が
た
い
貴
重
な

人
だ
」
と
感
じ
た
。
著
作
『
よ

み
が
え
っ
た
都
市
―
復
興
へ
の

軌
跡
　
原
爆
市
長
』
に
、
そ
う

記
し
て
い
る
。

　
収
集
し
た
資
料
を
市
に
提
供

す
る
と
い
う
長
岡
さ
ん
の
申
し

出
を
受
け
、
基
町
の
中
央
公
民

館
の
一
室
に
『
原
爆
参
考
資
料

陳
列
室
』
が
開
か
れ
、
昭
和
25

年
に
は
、
公
民
館
に
隣
接
し
て

『
原
爆
記
念
館
』
が
開
館
し
た
。

　
そ
の
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
々
の
力
を
借
り
て
収
集
を
続

け
る
。
そ
し
て
、
岩
石
類
６
５
４

２
点
を
つ
ぶ
さ
に
調
べ
上
げ
、
熱

線
で
溶
け
た
状
態
や
収
集
場
所
な

ど
か
ら
、
地
上
爆
心
地
は
、
細
工

町
（
現
：
大
手
町
）
の
島
病
院
庭

園
内
、
空
中
爆
心
は
約
５
７
０
ｍ

真
上
と
は
じ
き
出
し
た
。
そ
の
結

果
は
、『
H
IR
O
SH
IM
A 

原
子

爆
弾
に
よ
る
被
害
状
況
』
と
し

て
、
昭
和
29
年
８
月
６
日
に
、
自

費
出
版
し
た
冊
子
で
報
告
さ
れ

る
。

さ

い

く

ま
ち
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渡辺 晋（天瀬 裕康）さん
昭和６年呉市生まれ、著書
に『停まれ、悪夢の明日』『梶
山季之の文学空間』『ジュノ
ー記念祭』ほか

　
１
冊
の
本
が
あ
る
。
『昔
の
夢

は
今
も
夢
』
と
い
う
戯
曲
集

だ
。
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
た
一

編
『
石
を
集
め
て
』
は
、
長
岡

さ
ん
と
家
族
を
モ
デ
ル
に
し
た

戯
曲
で
あ
る
。
創
作
し
た
の

は
、
天
瀬
裕
康
の
ペ
ン
ネ
ー
ム

を
持
つ
渡
辺
晋
さ
ん
（
88
歳
　

立
戸
）。
自
身
も
原
爆
の
惨
状
を

目
撃
し
た
一
人
だ
。

記
憶
に
残
る
異
臭

　
当
時
、
渡
辺
さ
ん
は
、
県
立

呉
第
一
中
学
校
（
現
：
県
立
呉

三
津
田
高
校
）
の
２
年
生
。
７

月
１
日
の

呉
の
空
襲

で
焼
け
出

さ
れ
、
母

親
と
と
も

に
、
安
佐
郡
飯
室
村
（
現
：
広

島
市
安
佐
北
区
）
の
親
戚
の
寺

に
身
を
寄
せ
て
い
た
。

　
８
月
６
日
の
朝
食
後
、
部
屋

に
い
る
と
、
遠
く
で
「
ド
ー

ン
」
と
い
う
音
が
聞
こ
え
、
地

震
の
よ
う
な
揺
れ
を
感
じ
た
。

何
ご
と
か
と
思
っ
て
外
に
出
て

み
る
と
、
南
の
山
の
向
こ
う
か

ら
、
不
気
味
な
雲
が
湧
き
あ
が

っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
近
く

の
小
山
に
登
る
と
、
そ
の
雲

は
、
「
ま
る
で
赤
黒
い
ク
ラ
ゲ

が
泳
い
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
」

と
渡
辺
さ
ん
は
、
鮮
明
に
記
憶

し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
す
る

と
、
あ
た
り
は
雲
に
覆
わ
れ
、

降
っ
て
き
た
の
は
、
見
た
こ
と

も
な
い
黒
い
雨
だ
っ
た
。

　
や
が
て
、
広
島
か
ら
火
傷
を

負
っ
た
人
々
が
次
々
と
運
ば

れ
、
寺
の
本
堂
は
臨
時
の
救
護

所
と
な
っ
た
。

　
｢本
堂
に
は
１
０
０
人
も
の
人

が
横
た
わ
り
、
そ
し
て
片
っ
ぱ

し
か
ら
死
ん
で
い
っ
た
｣。
渡
辺

さ
ん
は
、
呉
で
も
火
傷
で
ズ
ル

む
け
に
な
っ
た
死
体
を
目
に
し

て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
は

違
う
、
何
と
も
言
え
な
い
臭
い

だ
っ
た
。
75
年
経
っ
た
今
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
と
話
す
。
そ
の

経
験
を
も
と
に
、
天
瀬
裕
康
名

義
で
『
異
臭
の
六
日
間
』
と
い

う
短
編
小
説
を
著
し
た
。

並
の
人
で
は
な
い
男
の
物
語

　
そ
ん
な
渡
辺
さ
ん
が
、
縁
あ

っ
て
大
竹
で
開
業
医
と
な
り
、

創
作
活
動
を
す
る
中
で
、
地
元

に
初
代
の
平
和
記
念
資
料
館
館

長
が
い
た
こ
と
に
興
味
を
覚
え

た
。
長
岡
さ
ん
は
既
に
亡
く
な

っ
て
お
り
、
「
書
き
の
こ
す
こ

と
が
、
一
つ
の
供
養
に
な
る
の

で
は
」
と
考
え
、
戯
曲
を
書
き

上
げ
、
平
成
21
年
に
文
芸
誌
に

発
表
し
た
。

　
小
説
で
は
な
く
戯
曲
と
し
た

理
由
を
「
家
族
や
知
人
な
ど
、

登
場
人
物
も
多
く
、
ま
た
、
時

間
的
な
場
面
転
換
も
あ
る
。
短

編
小
説
で
は
、
そ
の
説
明
を
す

る
だ
け
で
も
盛
り
だ
く
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　  

な
っ
て
し
ま
う
。

　
　
　
　
　
　
戯
曲
な
ら
、
そ

　
　
　
　
　
　
う
い
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
を
劇
中
の
人
物

　
　
　
　
　
　
に
不
自
然
な
く

語
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
効
果

的
な
形
式
だ
と
考
え
た
」
と
述

べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
被
爆

の
伝
承
と
い
う
使
命
に
燃
え
な

が
ら
も
、
家
族
や
時
代
の
移
り

変
わ
り
に
苦
悩
す
る
長
岡
さ
ん

の
姿
が
、
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て

い
る
。

　
｢家
族
か
ら
は
、
石
と
自
分
た

ち
と
、
ど
っ
ち
が
大
切
か
と
問

い
詰
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
概

に
長
岡
さ
ん
だ
け
が
立
派
だ
っ

た
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
｣。
渡
辺
さ
ん
は
、
そ

う
言
い
つ
つ
も
、
地
質
学
者
な

ら
で
は
の
発
想
か
ら
、
お
び
た

だ
し
い
被
爆
資
料
を
収
集
し
て

き
た
業
績
を
前
に
、
｢や
は
り
、

並
の
人
で
は
な
か
っ
た
」
と
評

価
す
る
。

　
『石
を
集
め
て
』
は
、
読
む
戯

曲
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ

が
、
高
校
の
演
劇
部
な
ど
で
、

演
じ
て
み
て
欲
し
い
と
思
う
渡

辺
さ
ん
だ
。

　
演
じ
る
こ
と
で
、
被
爆
を
自

分
自
身
の
体
験
と
し
て
少
し
で
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。

『昔の夢は今も夢』
『異臭の六日間』
両著とも天瀬裕康
（近代文藝社）

戯
曲
で
長
岡
さ
ん
を
書
き
の
こ
す

渡
辺 

晋 

(天
瀬 

裕
康
)さ
ん

OTAKE 2020（令和2）.8 ❽

の
こ
さ
れ
た
被
爆
資
料
を
寄
贈

　
昭
和
37
年
、
資
料
館
を
去
っ

た
長
岡
さ
ん
。
そ
の
後
、
長
ら

く
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
よ

う
に
見
え
た
。
資
料
館
に
あ
る

膨
大
な
被
爆
資
料
も
大
部
分
は
、

長
岡
さ
ん
が
収
集
し
寄
贈
し
た

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

長
岡
さ
ん
か
ら
の
も
の
だ
と
、

は
っ
き
り
と
分
か
る
も
の
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
平
成
25
年
４
月
、
新
聞
に
長

岡
さ
ん
の
名
前
が
大
き
く
報
じ

ら
れ
た
。
没
後
42
年
を
経
て
、

自
宅
に
の
こ
さ
れ
て
い
た
瓦
や

竹
な
ど
の
実
物
、
写
真
や
フ
ィ

ル
ム
、
印
刷
物
な
ど
１
万
１
８

９
３
点
も
の
被
爆
資
料
が
、
資

料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
の
だ
。
寄

贈
さ
れ
た
資
料
も
含
め
、
現
在
、

長
岡
さ
ん
の
功
績
を
振
り
返
る

企
画
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
主
任
学
芸
員
の
落
葉
裕
信
さ

ん
は
、「
戦
後
、
誰
も
見
向
き
も

し
な
い
よ
う
な
石
こ
ろ
な
ど
を

集
め
調
査
、
研
究
し
た
功
績
は

大
き
い
。
長
岡
さ
ん
が
い
な
か

っ
た
ら
、
現
在
の
資
料
館
は
違

っ
た
姿
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」

と
話
す
。
昨
年
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
資
料
館
は
、

展
示
内
容
も
大
幅
に
見
直
さ
れ

た
。
そ
れ
は
、
被
爆
資
料
が
訴

え
る
力
を
信
じ
た
長
岡
さ
ん
の

意
志
を
受
け
継
い
だ
も
の
に
思

わ
れ
る
。

生
涯
か
け
て
働
い
た
人

　
晩
年
は
原
爆
症
に
苦
し
み
な

が
ら
も
陶
芸
を
趣
味
と
し
た
そ

う
だ
。
土
や
石
に
触
れ
る
こ
と

が
生
き
る
証
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
孫
の
三
家
本
佳
苗
さ

ん
（
65
歳
　
玖
波
）
は
、「
夏
休

み
の
自
由
研
究
は
、
お
じ
い
さ

ん
の
家
に
あ
る
石
を
標
本
に
し

て
い
た
」
と
ほ
ほ
え
む
。

　「
入
院
後
も
病
院
を
抜
け
出

し
、
資
料
館
に
足
を
運
ん
で
い

た
。生
涯
を
か
け
て
働
い
た
人
」。

そ
う
言
っ
て
、
世
良
さ
ん
は
目

を
潤
ま
せ
る
。

　「
私
に
と
っ
て
は
、
い
い
お
父

さ
ん
で
し
た
。
怒
ら
れ
た
こ
と

は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
」。
世
良

さ
ん
は
、
長
岡
さ
ん
の
焼
い
た

主な参考資料

被爆 75 周年企画展

○『HIROSHIMA 原子爆弾による被害状況』長岡省吾
○『原爆　広島を復興させた人びと』石井光太
○『ヒロシマをのこす　平和記念資料館をつくった人・長岡省吾』佐藤真澄
○『よみがえった都市―復興への軌跡　原爆市長　復刻版』浜井信三
○『戦後ヒロシマの記録と記憶　小倉馨のR・ユンク宛書簡　(上)』若尾祐司・小倉桂子
○『生死の火　広島大学原爆被災誌』広島大学原爆死没者慰霊行事委員会
○『父と暮せば』井上ひさし
○『廣島鉄道局機関誌　ひろしま第34号』
○中国新聞2015年4月20日・4月21日
○テレビ新広島報道特別番組『ヒロシマを遺した男
　～原爆資料館誕生物語～』

と　き　令和３年２月23日（祝･火）まで
ところ　広島平和記念資料館・東館
　　　　１階企画展示室
入場料　無料

『広島平和記念資料館のあゆみ
  第１部　礎を築く
  初代館長　長岡省吾の足跡』

陶
器
を
い
と
お
し
そ
う
に
抱
き

な
が
ら
見
せ
て
く
れ
た
。

市立図書館では、『平和図書コーナー』を設けています。
『ヒロシマをのこす　平和記念資料館をつくった人・長岡省吾』（佐藤真澄）や
『原爆　広島を復興させた人びと』（石井光太）の本もあります。
【22ページ】
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会
の
存
続
の
た
め
に
も
被
爆
二
世

の
皆
さ
ん
に
入
会
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
入
会
希
望
者
の
方
は

市
原
爆
被
爆
者
協
議
会
（
中
原

宅
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
被
爆
75
年
を
迎
え
、被
爆
者
が

年
々
減
少
し
て
い
く
中
、被
爆
者

の
想
い
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
原
爆
被
爆
者
協
議
会
で
は
、

お
も 被

爆
二
世
の
皆
さ
ん
の
入
会
を

問
い
合
わ
せ

　
原
爆
被
爆
者
協
議
会
（
中
原
宅
） 

☎
57
７
０
４
９

　「
原
爆
の
日
」に
、総
合
市
民
会

館
前
で
挙
行
さ
れ
る
平
和
祈
念
式

典
に
献
納
す
る
折
り
鶴
。そ
の
折

り
鶴
を
玖
波
６
丁
目
自
治
会
の
女

性
グ
ル
ー
プ『
す
み
れ
会
』の
女
性

た
ち
が
、年
明
け
か
ら
折
り
始
め
、

お
よ
そ
半
年
を
か
け
て
千
羽
を
折

り
終
え
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、み
ん
な
で
集
ま
る
こ
と
も
か
な

わ
ず
、中
断
し
た
時
期
も
あ
り
、

な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
が
、よ
う

や
く
完
成
し
た
色
と
り
ど
り
の
鶴

を
前
に
し
て
喜
び
も
ひ
と
し
お
。

　
７
月
６
日
、６
丁
目
集
会
所
で
、

式
典
に
出
席
す
る
市
原
爆
被
爆
者

協
議
会
の
井
上
智
都
さ
ん
に
、千

羽
鶴
を
託
し
た
。

　
千
羽
鶴
に
は
、被
爆
体
験
の
あ

る
メ
ン
バ
ー
の
手
記
や
川
柳
も
添

え
ら
れ
た
。

　
グ
ル
ー
プ
の
代
表
、西
川
節
子

さ
ん
は
、「
核
兵
器
の
無
い
平
和
な

社
会
が
、永
遠
に
続
き
ま
す
よ
う

に
と
、祈
り
を
込
め
て
折
り
ま
し

た
」と
語
っ
た
。

祈
り
を
込
め
て
鶴
を
折
る

【
上
右
】
献
納
す
る
千
羽
鶴
は
、
西
川
さ
ん
(右
)か
ら
井

上
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
た
。【
上
左
】
コ
ツ
コ
ツ
と
折
っ
た

色
と
り
ど
り
の
鶴
。【
下
】
千
羽
鶴
を
前
に
『
す
み
れ
会
』

の
皆
さ
ん
。
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昨年開催した「平和へのおもい」パネ
ル展示。

戦後、大竹港には41万人もの人が、
外地から引き揚げてきました。

来
場
時
の
お
願
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
拡
大
防
止
対
策
を
実
施
の
上
、

開
催
し
ま
す
。来
場
に
当
た
っ
て

は
、感
染
拡
大
防
止
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

･
会
場
内
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
し

　
て
く
だ
さ
い
。

･
展
示
を
ご
覧
に
な
る
際
は
、
他

　
の
来
場
者
と
一
定
の
距
離
（
ソ

　
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）
を

　
置
く
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

･
こ
ま
め
な
手
洗
い
、ア
ル
コ
ー
ル

　
な
ど
に
よ
る
手
指
消
毒
を
心
が

　
け
て
く
だ
さ
い
。

･
来
場
時
の
検
温
な
ど
は
行
い
ま

「
平
和
へ
の
お
も
い
」

感
想
ノ
ー
ト
か
ら

※
一
部
抜
粋（
年
齢
は
記
入
当
時
）

　
ミ
ニ
ミ
ニ
原
爆
展
を
は
じ
め
平

和
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

　
核
兵
器
、そ
し
て
戦
争
は
私
た

ち
の
さ
さ
や
か
な
日
常
を
一
瞬
で

奪
い
ま
す
。

　
戦
後
75
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、「
平
和
」の
意
味
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

　
８
月
１
日
㈯
〜
31
日
㈪

※
閉
館
時
を
除
く
。

と
こ
ろ
　
総
合
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

　
せ
ん
の
で
、当
日
体
調
が
よ
く

　
な
い
場
合（
発
熱
・
せ
き
・
い
ん

　
頭
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
）

　
や
、体
調
に
少
し
で
も
不
安
の

　
あ
る
場
合
は
来
場
を
控
え
て
く

　
だ
さ
い
。ま
た
、次
の
場
合
も
来

　
場
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

①
同
居
家
族
や
身
近
な
知
人
に
感
染

　
症
が
疑
わ
れ
る
人
が
い
る
場
合

②
過
去
14
日
以
内
に
政
府
か
ら
入

　
国
制
限
、
入
国
後
の
観
察
期
間

　
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
国
・
地

　
域
な
ど
へ
の
渡
航
、
ま
た
は
当

　
該
国
・
地
域
在
住
者
と
の
濃
厚

　
接
触
が
あ
る
場
合

◦
人
間
と
は
神
に
も
悪
魔
に
も
な

　
れ
る
存
在
。そ
れ
は
自
由
意
志

　
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
。戦

　
争
を
し
な
い
と
い
う
明
確
な
選

　
択
を
す
る
事
が
重
要
。（
58
歳
）

◦
Let peace 

begin 

w
ith 

m
e 

　
and 

from 

m
e. （
共
に
始
め
よ

　
う
、私
か
ら
始
め
よ
う
、平
和

　
を
。）（
年
齢
不
明
）

◦
今
の
僕
達
が
生
き
て
い
ら
れ
る

　
と
い
う
こ
と
は
昔
の
人
が
本

　
当
の
平
和
を
願
っ
た
か
ら
だ
。

　
そ
の
人
達
が
い
な
け
れ
ば
今

　
の
僕
達
は
い
ま
せ
ん
。
今
、自

　
分
達
が
で
き
る
事
を
考
え
よ
う
。

　
行
動
し
よ
う
。（
13
歳
）

◦
父
は
３
年
間
北
支（
中
国
）で
闘

　
い
、腕
に
砲
弾
片
を
残
し
た
ま

　
ま
生
還
し
、戦
地
の
話
は
ず
い

　
ぶ
ん
聞
き
ま
し
た
。人
間
の
死

　
に
馴
れ
て
し
ま
う
怖
さ
を
聞
き

　
ま
し
た
。な
ん
で
も
多
数
決
の

　
怖
さ
、少
数
意
見
の
大
切
さ
。（
年

　
齢
不
明
）

内
　
容

･
原
爆
関
連
の
パ
ネ
ル
写
真
な
ど

　
の
展
示

･
大
竹
港
海
外
引
き
揚
げ
の
記
録

　
D
V
D
上
映

･
大
竹
海
兵
団
に
関
す
る
資
料
の

　
展
示

･
原
爆
・
戦
争
・
平
和
に
関
す
る

　
図
書
の
紹
介
　
ほ
か

（
毎
年
行
っ
て
い
る
市
内
児
童
生
徒

が
作
成
し
た
平
和
ポ
ス
タ
ー
、
中

学
生
交
歓
交
流
事
業
の
参
加
生
徒

に
よ
る
感
想
文
の
展
示
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に

よ
り
今
年
は
行
い
ま
せ
ん
）

と
う
つ
う

◦
世
界
中
か
ら
戦
争
が
早
く
な
く

　
な
り
ま
す
よ
う
に
。一
人
一
人
は

　
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
。無
関

　
心
に
な
ら
ず
、流
さ
れ
ず
、自

　
分
の
考
え
を
持
っ
て
毎
日
生
き

　
て
い
き
た
い
。（
54
歳
）

原
爆
に
関
す
る
写
真
・
資
料

な
ど
の
ウ
ェ
ブ
展
示

　
当
日
展
示
す
る
写
真
や
資
料
な

ど
の
一
部
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

｢

平
和
へ
の
お
も
い｣

開
催
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課 

☎
59
２
１
２
５
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
―

　
新
し
い
紫
色
の
被
保
険
者
証
が
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
７
月
下
旬
に

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

加
入
し
て
い
る
方
―

　
新
し
い
橙
色
の
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
70
歳
以
上
の
方
の
保

険
証
は
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
と

表
示
し
て
い
ま
す
。

保
険
証
が
届
い
て
い
な
い
方
― 

　
宛
先
不
明
で
届
い
て
い
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
保
健
医
療
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
険
証
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
、

再
交
付
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
印
鑑
と

免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
が

で
き
る
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
、
保
健
医

療
課
、
ま
た
は
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

必
ず
、
届
け
出
が
必
要
で
す
―

就
職
や
退
職
な
ど
で
、

保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き

○
就
職
し
た
と
き

　
会
社
な
ど
か
ら
保
険
証
を
受
け
取
っ
た

ら
、
保
健
医
療
課
、
ま
た
は
支
所
に
、
で

き
る
だ
け
早
く
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届

け
出
が
な
い
と
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し

た
こ
と
が
、
市
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
国
保
に
加
入
し
た
ま
ま
に
な
り
、

保
険
料
が
か
か
り
続
け
ま
す
。

○
退
職
し
た
と
き

　
会
社
な
ど
か
ら
資
格
喪
失
証
明
書
を
取

得
し
て
、
証
明
書
の
発
行
日
か
ら
14
日
以

内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
書
類

な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
場
で
保

険
証
を
発
行
し
ま
す
。
た
だ
し
、
代
理
人

の
場
合
は
、
委
任
状
が
な
け
れ
ば
、
自
宅
へ

郵
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
―

○
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合

　
①
加
入
者
全
員
の
「
社
会
保
険
等
被
保

険
者
証
」（
加
入
日
の
確
認
の
た
め
）②「
印

鑑
」③「
国
保
の
保
険
証
」④「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
分
か
る
も
の
（
加
入
者
全
員
・
世
帯

主
）」

○
国
保
に
加
入
す
る
場
合

　
①「
資
格
喪
失
証
明
書
」（
資
格
の
喪
失

日
や
喪
失
し
た
人
な
ど
が
分
か
る
も
の
）

②「
印
鑑
」③「
身
分
証
明
書
（
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）」④「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
分
か
る
も
の
（
加
入
者
全
員・世
帯
主
）」

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
に
連
絡
を
―

　
会
社
な
ど
に
就
職
し
、
社
会
保
険
な
ど

に
加
入
し
た
ら
、
加
入
日
を
確
認
し
、
現

在
治
療
を
受
け
て
い
る
医
療
機
関
に
、
す

ぐ
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
後
、
国
保
の
保

険
証
を
使
用
し
た
場
合
は
、
自
己
負
担
以

外
の
医
療
費
部
分
（
窓
口
で
３
割
支
払
っ

て
い
た
場
合
は
、
残
り
の
７
割
部
分
の
医

療
費
）
を
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
ー

Q
就
職
し
て
社
会
保
険
に
加
入
し
た
け
ど
、

　
す
ぐ
に
保
険
証
が
届
か
ず
、
し
か
た
な

　
く
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
し
ま
い
ま

　
し
た
。
こ
の
場
合
も
医
療
費
の
返
納
の

　
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

A
返
納
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
事
前
に
会

　
社
で
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
証
明
書
を

　
発
行
し
て
も
ら
う
か
、
医
療
機
関
な
ど
の

　
窓
口
で
事
情
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
己
負
担
分
以
外
の
医
療
費
は
加
入
し
て

　
い
る
医
療
保
険
者
が
負
担
し
ま
す
の
で
、加

　
入
資
格
を
確
認
し
正
し
く
保
険
証
を
使
用

　
し
て
く
だ
さ
い
。

会
社
の
都
合
な
ど
で
職
場
を
退
職
し
た
と
き

　
会
社
の
倒
産
や
解
雇
、
雇
用
期
間
満
了

な
ど
の
理
由
で
職
場
を
退
職
し
た
、
65
歳

未
満
の
方
の
国
民
健
康
保
険
料
を
届
け
出

る
こ
と
で
一
定
期
間
軽
減
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
交
付
す
る「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、「
保
険
証
」、「
印

鑑
」
を
持
参
し
て
、
保
健
医
療
課
、
ま
た

は
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
か
ら
傷
病
を

受
け
た
場
合
、
必
ず
保
健
医
療
課
に
連
絡

を
し
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
本
来
、
治
療
費

は
加
害
者
が
支
払
う
も
の
で
す
が
、
一
時

的
に
国
保
が
立
て
替
え
払
い
を
し
、
あ
と

か
ら
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。
ま
た
、
示

談
を
さ
れ
る
場
合
は
、
示
談
の
前
に
必
ず

保
健
医
療
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

思
わ
ぬ
落
と
し
穴
に
気
を
つ
け
よ
う
―

国
保
ミ
ニ
知
識

8月1日から
保険証・受給者証が
新しくなりました。

問い合わせ　保健医療課 ☎59-2141

後期高齢者医療被保険者証紫色
国民健康保険被保険者証橙色
国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証橙色
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も
健
康
不
安
を
お
持
ち
の
県
内

在
住
（
広
島
市
を
除
く
）
の
方

内

　容

　
県
保
健
師
に
よ
る
自
宅
な
ど
へ

の
個
別
訪
問
相
談
な
ど

申
し
込
み

　
県
被
爆
者
支
援
課
へ
。

　
原
子
爆
弾
投
下
直
後
に
降
っ
た

黒
い
雨
に
よ
り
、現
在
も
健
康
に

不
安
を
お
持
ち
の
方
で
希
望
す
る

場
合
、保
健
師
な
ど
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

対

　象

　
被
爆
者
健
康
手
帳
、
ま
た
は

第
一
種
健
康
診
断
受
診
者
証
が

交
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
広
島
県
な

ど
が
被
爆
地
域
の
拡
大
を
求
め

た
左
図
の
地
域
内
で
、
原
爆
投
下

直
後
に
黒
い
雨
を
体
験
し
、
現
在

黒い雨体験者
相談･支援事業

問い合わせ
　県被爆者支援課
　☎082-513-3109

防
災
無
線
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す
。

原
爆
の
日

●
広
島
市

　
８
月
６
日
㈭
　
８
時
15
分

●
長
崎
市

　
８
月
９
日
㈰
　
11
時
２
分

終
戦
記
念
日

　
８
月
15
日
㈯
　
12
時

　
今
年
は
８
月
６
日
に
広
島
市
、

８
月
９
日
に
長
崎
市
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
て
75
年
の
節
目
の
年
で
す
。

ま
た
、８
月
15
日
の
終
戦
記
念
日

に
は
、東
京
で
全
国
戦
没
者
追
悼

式
が
行
わ
れ
ま
す
。原
爆
や
戦
争

で
死
没
さ
れ
た
人
々
の
冥
福
と
世

界
の
恒
久
平
和
を
祈
っ
て
、１
分

間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

　
原
爆
の
日
、終
戦
記
念
日
に
は
、

原
爆
の
日
・
終
戦
記
念
日
に

黙
と
う
を

　「大竹ヒロシマの日」として平和
祈念式典が開催されます。
　今年は新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、規模を縮小します。
一般の方の参加はご遠慮ください。
　また、今後の感染状況によっては
開催内容などに変更の可能性があり
ます。

原
爆
死
没
者
追
悼

平
和
祈
念
式
典

問
い
合
わ
せ

　
原
爆
被
爆
者
協
議
会
（
中
原
宅
） 

☎
57
７
０
４
９

8月6日木
8時▶9時
原爆慰霊碑「叫魂」前（総合市
民会館前）
※雨天の場合は総合市民会館２
　階ホール
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集団健診 日程表
《会場》総合市民会館
《受付時間》8時30分～10時※1

と　き 申し込み
締め切り

※１　受付時間は30分ごとに区切ってご
　　　案内しますので､指定時間にご来　
　　　場ください。
※２　10月1日(木)は女性のみの受診日
　　　です。託児(要予約)もあります。
※３　令和3年2月18日(木)のみ､午前･午
　　　後に健診を実施します。

※１　特定（一般）健診：その他の健康保険の方は、市が実施している特定健診/一般健診を受診
　　　できない場合があります。社会保険の方は、保険者の発行する受診券が必要です。
　　　受診の可否については、ご加入の健康保険組合などに確認してください。 
※２　肝炎ウイルス：過去に受診したことがある方は受診できません。
※３　乳がん･子宮頸がん：昨年度受診した方は受診できません。
※４　令和元年度市民税非課税世帯の方･生活保護受給者は全て無料です。事前に保健医療課へ
　　　申請が必要です。

2

8 月28日㈮

令和3年2月18日㈭※3 令和3年
1 月22日㈮

10月16日㈮

（乳がん検診は定員到達の
ため午前中の検診申し込み
は締め切りました。午後か
らの追加実施分は、申し込
みできます。受付時間13時
～ 14時）

（胃がん検診は定員到達のため
申し込みを締め切りました）

10 月 2 日㈮

10 月 4 日㈰

10 月 5 日㈪
10 月 6 日㈫
11 月19 日㈭
11 月20 日㈮

月19 日㈮

健（検）診
項目

特定（一般）健診
※1

無　料

無　料

1,100円

1,700円

1,700円

300円

900円

大腸がん検診

40歳
以上

20歳
以上

胃がん検診

肺がん結核検診

無　　料

※2
肝炎ウイルス検診

※3
乳がん検診

※4
子宮頸がん検診

けい

対象
年齢

自己負担額※4

【参考】

約  9,000円

約  3,000円

約  3,000円

約  7,000円

約  8,000円

約  7,000円

約  9,000円

市の健(検)診事業
以外で

受診した場合の
一般的な料金

その他の
健康保険の方

大竹市国民健康保険・
後期高齢者医療保険の方

10月1日㈭【女性のみ】※2

　
糖
尿
病
・
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
早
期
に
発
見
す
る

た
め
、
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
被
保
険
者
で
今
年
度
ま
だ
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み

　
個
別
医
療
機
関
、
ま
た
は
集
団
健
診
で

受
診
が
で
き
ま
す
。
集
団
健
診
の
申
し
込

み
は
、
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
６
月
上
旬
に
柿
色
の
封
筒
で

送
付
し
た
「
健
診
・
が
ん
検
診
の
し
お
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
集
団
健
診
で
は
健
康
診
査
の
ほ
か
に
、

が
ん
検
診
も
受
診
で
き
ま
す
。
が
ん
は
早

期
発
見
す
る
こ
と
で
、
体
に
も
経
済
的
に

も
比
較
的
負
担
の
少
な
い
治
療
が
で
き
、

治
癒
率
も
高
ま
り
ま
す
。

　
が
ん
検
診
へ
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。「
健

診
・
が
ん
検
診
の
し
お
り
」
と
一
緒
に
送

っ
た
受
診
券
に
記
載
の
金
額
で
受
診
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

（
一
般
健
診
）を
受
け
ま
し
ょ
う

一
緒
に
受
け
よ
う

　が
ん
検
診

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
る
医
療

機
関
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
法
人
　
産
婦
人
科
内
科
　
小
松
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
広
島
市
中
区
鉄
砲
町
10
‐
18
）

☎
０
８
２
‐
２
２
７
‐
３
７
７
７

女
性
の
が
ん
検
診

　医
療
機
関
追
加

　
集
団
健
診
の
検
診
バ
ス
が
停
車
す
る
た

め
、
健
診
日
の
前
日
か
ら
、
総
合
市
民
会

館
と
市
立
図
書
館
の
間
の
道
路
は
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

集
団
健
診
時 

通
行
止
め
が
あ
り
ま
す

け
い

健診・検診専用電話

ＱＲコードからも
申し込みできます。

 ☎59-2155
（土・日曜日、祝日を除く）
８時30分～17時

問
い
合
わ
せ

　保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
5
3

健診

検診

申し込みは
お済みですか―

年
に
一
度
は
「
け
ん
し
ん
」
を

特

　
　定

が 

ん

後
期
高
齢
者

Health Care

ぞうのしんちゃん

Health Care
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大和橋医院

広島西医療センター

ＪＡ広島総合病院(廿日市市)

西広島リハビリテーション病院(広島市)

アルパーク検診クリニック(広島市)

広島県環境保健協会(広島市)

がん健診センター 大野(廿日市市)

医療機関 人間ドック
定員(人)

脳ドック
定員(人)

【国保人間ドック実施医療機関】

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
の
健

康
管
理
の
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

　
８
月
５
日
㈬
〜
20
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
８
時
30
分
〜
17
時

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

受
診
期
間

　
11
月
１
日
㈰
〜
令
和
３
年
２
月
28
日
㈰

※
受
診
す
る
医
療
機
関
の
受
け
入
れ
数

　
に
よ
り
、
受
診
希
望
月
に
受
診
で
き

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対

　象

　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
方

①
国
保
加
入
者
で
４
月
１
日
か
ら
継
続
し

　
て
国
保
資
格
が
あ
り
、
40
歳
以
上
75
歳

　
未
満
の
方
（
令
和
２
年
度
中
に
40
歳
に

　
な
る
方
を
含
む
）

●
受
診
日
時
点
で
国
保
加
入
者
で
あ
る
方

　
が
対
象
で
す
。

●
今
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
方
は
、
必
ず

　
誕
生
日
よ
り
前
に
受
診
し
て
く
だ
さ

　
い
。

②
国
保
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
今
年
度
の
特
定
健
康
診
査
や
人
間
ド
ッ

　
ク
を
受
診
し
て
い
な
い
方

※
４
月
２
日
以
降
に
国
保
に
加
入
し
た
方

　
は
、
今
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。
ま
た
受
診
決
定
後
で
も
国

　
保
か
ら
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方

　
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
保
健
医

　
療
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額

◦
人
間
ド
ッ
ク
　
８
０
０
０
円

◦
脳
ド
ッ
ク
　
　
８
０
０
０
円

※
追
加
で
他
の
検
診
を
受
け
る
方
や
所
定

　
の
検
査
方
法
を
変
更
す
る
方
は
、
別
に

　
料
金
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み

　
健
診
（
検
診
）
専
用
電
話
へ
。

　

(

申
込
順
）

※
受
け
付
け
初
日
は
電
話
が
混
雑
し
、
つ

　
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

　
ま
す
。
そ
の
場
合
は
時
間
を
空
け
て
か

　
ら
か
け
直
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電

　
話
で
の
申
し
込
み
が
難
し
い
方
は
、
保

　
健
医
療
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

59-2155
8時30分～17時

（土･日曜日､祝日を除く）

健診(検診)専用
電話

問い合わせ　保健医療課 ☎59-2153

なが～く元気でいるための健康ゾウ進のおはなし

申し込みは

追加
募集

国保人間ドック・脳ドック
８月５日水 20日木
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職　種 定　員 対　象 第一次試験の試験内容

一般事務職① 若干名

一般事務職② 若干名

消防職 若干名

土木技術職 若干名

保育士職 若干名

保健師職 若干名

平成2年4月2日以降に生まれた方(令和3年
4月1日の年齢で30歳までの方）

平成2年4月2日以降に生まれた方(令和3年
4月1日の年齢で30歳までの方)

昭和60年4月2日以降に生まれた方(令和3
年4月1日の年齢で35歳までの方)で､身体
障害者手帳､療育手帳､精神障害者保健福祉
手帳の交付を受けている方

○教養試験(択一式)【120分】
出題分野 時事､社会･人文､自然に関する
一般知識､文章理解､判断推理､数的推理､資
料解釈
○職場適応性検査(消防職は消防適性検査)
【20分】

○専門試験(択一式)【120分】
出題分野 数学･物理､応用力学、水理学､土
質工学､測量､土木計画(都市計画を含む)､材
料･施工
○職場適応性検査【20分】

○専門試験(択一式)【90分】
出題分野 社会福祉､児童家庭福祉(社会的
養護を含む)､保育の心理学､保育原理､保育
内容､子どもの保健(精神保健を含む)
○職場適応性検査【20分】

○専門試験(択一式)【90分】
出題分野 公衆衛生看護学､疫学､保健統計
学､保健医療福祉行政論
○職場適応性検査【20分】

昭和60年4月2日以降に生まれた方(令和3
年4月1日の年齢で35歳までの方)で､保育
士の資格を持つ方(令和3年3月31日までに
資格を取得する見込みの方を含む)

平成2年4月2日以降に生まれた方(令和3年
4月1日の年齢で30歳までの方)で､保健師
の免許を持つ方(令和3年3月31日までに免
許を取得する見込みの方を含む)

平成6年4月2日以降に生まれた方(令和3年
4月1日の年齢で26歳までの方)で､視力が矯
正視力を含み､両眼で0.7以上かつ一眼がそ
れぞれ0.3以上で､強度の色覚障害のない方

(注意1)筆記試験問題は活字印刷文による出題となります。
(注意2)職場適応性検査または消防適性検査は、第2次試験以降に行う個別面接などでの参考資料として活用します。
(注意3)地方公務員法第16条の｢欠格条項｣に該当する方は受験できません。
(注意4)消防職を除き、次に該当する日本国籍を持たない方も受験できます。ただし、採用後、公権力の行使または公の意   
　　      思の形成に参画する職に就くことはできません。
○出入国管理及び難民認定法による永住者(令和3年3月31日までに取得見込みの方を含む)
○日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法による特別永住者(令和3年3月31
　日まで取得見込みの方を含む)

職種別の定員・対象・試験内容

今年度のニューフェイスです。
　来年度は一緒に働きましょう。

 We can work with you

一般事務職
LOCAL CIVIL SERVANT

（GENERAL OFFICE WORK）

受
験
票
の
送
付

　
受
験
票
は
、
９
月
９
日
㈬
ま
で
に
受
験

番
号
を
記
入
し
て
返
送
し
ま
す
。
９
月
11

日
㈮
ま
で
に
到
着
し
な
い
と
き
は
、
総
務

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
受
験
案
内
や
申
込
書
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
１
次
試
験

と
　
き

　
９
月
20
日
㈰
　
９
時
30
分

と
こ
ろ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お
た
け
（
市
立

図
書
館
２
階
）、
総
合
市
民
会
館

合
格
発
表

　
第
１
次
試
験
の
合
格
発
表
は
10
月
６
日

㈫
で
す
。
合
格
者
の
受
験
番
号
を
市
役
所

本
庁
舎
１
階
掲
示
場（
南
玄
関
前
）に
掲
示

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。
な
お
、
合
格
者
に
は
個
別
に
通
知

し
ま
す
。
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土木技術職
CIVIL ENGINEER

消防職
 FIRE FIGHTER

保育士
CHILDMINDER

保健師
PUBLIC HEALTH NURSE

持
参
に
よ
る
申
し
込
み
　

　
７
月
31
日
㈮
〜
８
月
26
日
㈬（
土
・
日
曜

日
、祝
日
を
除
く
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

　
８
月
26
日
㈬
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。
申
込
書
を
折
ら

ず
に
封
筒
に
入
れ
、
封
筒
の
表
に
『
受
験

申
込
』
と
赤
色
で
明
記
し
、
提
出
先
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
８
月
24
日
㈪

以
後
に
投
か
ん
す
る
場
合
は
、
速
達
に
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

○
所
定
の
申
込
書

※
申
込
書
は
、
総
務
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し

　
て
く
だ
さ
い
。

○
最
近
撮
影
し
た
正
面
向
き
、
上
半
身
無

　
帽
の
写
真

※
縦
５
㎝
×
横
４
㎝
の
も
の
を
申
込
書
の

　
所
定
欄
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
返
信
用
封
筒
１
部
（
受
験
票
返
送
用
）

※
長
型
３
号（
12
㎝
×
23・５㎝
）の
封
筒
に
、

　
84
円
切
手
を
貼
り
、
郵
便
番
号
・
宛
先
・

　
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

○
一
般
事
務
職
②
を
受
験
す
る
方
は
、
障

　
害
者
手
帳
の
写
し

提
出
先

　
〒
７
３
９
‐
０
６
９
２

大
竹
市
小
方
１
‐
11
‐
１

大
竹
市
総
務
部
総
務
課
職
員
秘
書
係 

8月26日水まで
申し込みは

令和３年度採用予定 市職員募
集

問い合わせ　総務課 ☎59-2122



OTAKE 2020（令和2）.8

新型コロナウイルス感染症の影響でお困りの「ひとり親家庭」を支援
ひとり親世帯等臨時特別給付金 問い合わせ　福祉課 ☎59-2148

 　新型コロナウイルス感染症の
影響により、子育てと仕事をひと
りで担う低所得のひとり親世帯の
生活を支援するため、臨時特別給
付金を支給します。給付金には「基
本給付」と「追加給付」があります
ので、要件を満たす方は手続きが
必要になる場合があります。

対　象
◦基本給付
　児童扶養手当を受給しているひ
とり親世帯などの方への給付
①令和２年６月分の児童扶養手
　当の支給を受けている方
②公的年金給付などを受給してお
　り、令和２年６月分の児童扶養
　手当の支給が全額停止される
　方（既に児童扶養手当受給資格
　者としての認定を受けている方
　だけでなく、児童扶養手当の申
　請をしていれば、令和２年６月
　分の児童扶養手当の支給が全
　額または一部停止されたと推測

　される方も対象となります）
③新型コロナウイルス感染症の影
　響を受けて家計が急変するな
　ど、収入が児童扶養手当を受給
　している方と同じ水準となって
　いる方
◦追加給付
　収入が減少した児童扶養手当
受給世帯などへの給付
基本給付①②のうち、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を受けて家
計が急変し、収入が大きく減少し
ているとの申し出があった方
支給額
◦基本給付　一世帯５万円　
　第２子以降１人につき３万円
◦追加給付　一世帯５万円（急変
　後１年間の収入見込みが児童
　扶養手当法上の所得制限限度
　額以上の場合は対象となりませ
　ん）
手続き
◦基本給付　①に該当する方は
　申請不要です。②③に該当する

　方は申請が必要です。
◦追加給付　現況届確認時（８月）
　などにあわせて、収入が減少し
　ている旨の申請を行ってくださ
　い。
必要書類
◦基本給付（支給対象者②のうち
　児童扶養手当の受給資格の認
　定を受けていない方、または③
　の方）
・申請書・申請者本人の確認書
類の写し・申請者本人の通帳の
写し・戸籍謄本または抄本※既
に児童扶養手当を受給資格者とし
ての認定を受けている方は不要・
障害の状態を確認する必要があ
る場合は確認するための書類・
簡易な収入額の申立書・２月以
降の所得を証明する書類（給与明
細書・公的年金証書など）
◦追加給付
・簡易な収入見込額の申立書・２
月以降の所得を証明する書類（給
与明細書・公的年金証書など）

区　分

提出期間

持参
するもの

8月3日㈪～8月31日㈪ 8月12日㈬～9月11日㈮

児童扶養手当 特別児童扶養手当

◦現況届
◦手当証書（手当を受給し
　ている方のみ）
◦印鑑
◦養育費などに関する申
　告書
◦生計維持方法等確認書
◦借 家の 場 合、家 賃の 支
　払いが証明できるもの
　（領収書、預金通帳のコ
　ピーなど）
◦光熱水費の支払いが証
　明できるもの（領収書、
　検針票、預金通帳のコピ
　ーなど）

　そのほか、必要に応じて
書類の提出を依頼するこ
とがあります。
　「一部支給停止適用除
外 事 由 届」（水 色の用 紙）
が郵送されている方は、必
要書類を添えて、現況届と
一緒に提出してください。

◦所得状況届
◦手当証書（手当を受給し
　ている方のみ）
◦印鑑
◦受 給 者、配 偶 者と扶 養
　義 務 者、対 象 児 童の個
　人番号が分かる書類　
　（個人番号カード、個人
　番号通知カードなど）

 　そのほか、必 要に応じ
て書類の提出を依頼する
ことがあります。

　児
童
扶
養
手
当
、
ま
た
は
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、「
現
況
届
」、

ま
た
は
「
所
得
状
況
届
」
を
福
祉
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

　届
け
出
が
な
い
と
、
受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
児
童
扶
養
手
当
は
11
月
以
降
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
は
８
月
以
降
の
手
当
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　対
象
と
な
る
方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
届

け
出
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

の
現
況
届

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

問
い
合
わ
せ

　福
祉
課 

☎
59
２
１
4
8
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子育て

子育て支援
地域子育て拠点

母子保健
市役所 保健医療課内

母子保健コーディネーター 子育て支援コーディネーター

連 携

大竹市子育て世代包括支援センター

おおたけ版ネウボラ
令和２年８月開設

大竹市の子育て情報を知りたい

子育てがしんどい・・・

離乳食や予防接種
について知りたい

初めての育児で不安がある

子育て支援センターどんぐり

見守り・支援 見守り・支援

来所来所

neu
vola

　「
お
お
た
け
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」は
、妊
娠
か

ら
出
産
、子
育
て
期
を
通
じ
て
子
育
て
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
や
相
談

に
応
じ
る「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」で
す
。

保
健
医
療
課
と
福
祉
課（
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
）が
窓
口

と
な
り
、連
携
し
な
が
ら
、切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
Ｈ
Ｏ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
で
は
、４
月
か
ら
子
育
て
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
保
育
士
）を
配
置
し
、

利
用
者
支
援
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　
保
健
医
療
課
で
は
、専
任
の
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
保
健
師
）を
配
置

し
、８
月
か
ら
保
健
医
療
課
内
に
相
談
専

用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
、親
子（
母
子
）健

康
手
帳
交
付
や
、子
育
て
に
関
す
る
心
配

事
や
悩
み
な
ど
を
相
談
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問い合わせ　保健医療課 ☎59-2140
　　　　　　福祉課 ☎59-2148
　　　　　　子育て支援センターどんぐりHOUSE ☎54-0021

ネウボラとは...
　フィンランド語で「相談･アドバイスの場所」を意味します。
妊娠期から子育て期まで切れ目なく支援する仕組みです。

8月開設
子育てのワンストップ窓口

子育て世代包括支援センター【おおたけ版ネウボラ】



OTAKE 2020（令和2）.8

自宅まで、

問い合わせ　環境整備課リサイクルセンター ☎52-5101

No.25

粗大ごみの収集に伺います―

リサイクルセンターでは、タンスや机などの粗大ごみを、自らリサイ
クルセンターに持ち込むことができない方のため、自宅まで収集に
伺う「粗大ごみの戸別収集」を行っています。

【
詳
し
く
教
え
て
！
】

･
収
集
日

　
毎
週
、
金
曜
日
（
平
日
の
み
）
に
、
午

前
と
午
後
に
分
け
て
収
集
し
ま
す
。

･
収
集
件
数
　
１
日
15
件

･
収
集
料
金（
１
個
あ
た
り
）

　
収
集
す
る
粗
大
ご
み
の
縦
・
横
・
高
さ

の
う
ち
、
最
も
長
い
辺
で
算
定
し
ま
す
。

１
ｍ
未
満
　
　
　
　
　
　
７
１
０
円

１
ｍ
以
上
２
ｍ
未
満
　
　
９
２
０
円

２
ｍ
以
上
　
　
　
　
　
１
１
２
０
円

･
利
用
条
件

　
収
集
車
両
が
乗
り
入
れ
で
き
る
場
所
ま

で
、
利
用
者
が
、
収
集
す
る
粗
大
ご
み
を

持
ち
出
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
利
用
者

が
持
ち
出
し
で
き
な
い
場
合
は
、
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

･
そ
の
他

　
巡
回
収
集
の
た
め
、
収
集
時
間
を
指
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
し
込
み
は
ど
う
す
る
の
？
】

･
受
付
期
間

　
申
し
込
み
は
平
日
の
み
で
、
原
則
、
収

集
日
の
前
の
週
ま
で
で
す
。

･
受
付
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時

※
昼
時
間
（
12
時
〜
13
時
）
も
、
受
け
付

　
け
て
い
ま
す
。

･
予
約
専
用
電
話

☎
52
５
２
２
４

･
受
付
時
の
確
認
事
項

◦
収
集
希
望
日

◦
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

◦
収
集
ご
み
の
種
類
な
ど

◦
収
集
車
両
の
乗
り
入
れ
の
可
否

･
そ
の
他

　
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
納
付
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
収
集
日
の
前
日
ま
で
に

金
融
機
関
で
納
付
し
、
納
付
書
の
３
枚
目

を
収
集
す
る
粗
大
ご
み
に
貼
っ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、「
大
竹
市
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」の
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
）

【
事
例
１
】

　
草
刈
機
を
使
っ
て
草
刈
り
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、刃
が
石
に
ぶ
つ
か
っ
て
欠
け
、飛

ん
で
き
た
破
片
が
あ
ご
に
刺
さ
っ
た
。（
60

歳
代
　
男
性
）

【
事
例
２
】

　
草
刈
機
を
使
い
、側
溝
を
ま
た
い
で
高

い
箇
所
の
草
を
刈
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
て
片
手
を
放
し
て
し
ま

い
、左
足
の
ふ
く
ら
は
ぎ
に
刃
が
当
た
っ

て
、筋
肉
が
断
裂
す
る
ほ
ど
の
深
い
傷
を

負
っ
た
。（
60
歳
代
　
男
性
）

【
事
例
３
】

　
草
刈
機
で
草
を
刈
っ
て
い
る
途
中
、つ

る
草
が
草
刈
機
の
刃
に
絡
み
、刃
の
回
転

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。回
転
停
止
操
作

を
せ
ず
に
つ
る
草
を
取
っ
た
と
た
ん
、刃

の
回
転
が
再
開
し
た
。軍
手
が
巻
き
込
ま

れ
、左
手
の
人
差
し
指
を
切
断
し
て
し
ま

っ
た
。（
70
歳
代
　
男
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
エ
ン
ジ
ン
や
モ
ー
タ
ー
な
ど
で
動
く
草

　
刈
機（
刈
払
機
）は
広
く
一
般
消
費
者
に

　
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、取
り
扱
い

　
に
は
注
意
が
必
要
な
道
具
で
あ
り
、重

　
傷
に
至
る
事
故
も
毎
年
発
生
し
て
い
ま

　
す
。使
用
の
際
は
、そ
の
危
険
性
を
認
識

　
し
、取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
正
し

　
く
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
欠
け
た
刈
刃
の
飛
散
に
よ
る
事
故
を
防

　
止
す
る
た
め
、作
業
前
に
必
ず
カ
バ
ー

　
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。作
業
場
所
を

　
確
認
し
、あ
ら
か
じ
め
石
な
ど
の
障
害

　
物
を
除
去
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
作
業
時
の
服
装
は
、長
袖
長
ズ
ボ
ン
と

　
し
、保
護
メ
ガ
ネ
、す
ね
当
て
、ヘ
ル
メ

　
ッ
ト
な
ど
適
切
な
保
護
具
を
着
用
し
ま

　
し
ょ
う
。

危険を
認識しよう!

問
い
合
わ
せ

　消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
産
業
振
興
課
内
） 

☎
57
３
２
３
６

【
相
談
日
】火
・
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

注
意

　草
刈
機
で
大
け
が

消費者
シリーズ
No.231

消費者
シリーズ
No.231

大竹消費生活センター
マスコットキャラクター
「ひっかからないカモくん」
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年金
の
はなし
No.286

年金
の
はなし
No.286

知
り
た
い
こ
と
が
、す
ぐ
に
探
せ
る

「
年
金
ポ
ー
タ
ル
」

　
年
金
ポ
ー
タ
ル
は
、
年
金
に
関
す
る
情

報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
容
易
に
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
厚
生
労
働
省
が
作
成
し

た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。

　
こ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
自
分
の

日
常
生
活
の
中
の
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
た
テ

ー
マ
や
、
年
金
制
度
の
基
本
的
な
仕
組
み

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報
を
探
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
専
門
用
語
を
で
き
る
だ
け
使
わ
ず
に
、

図
や
イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
解
説
で
シ
ン
プ
ル

に
説
明
し
て
お
り
、
年
金
に
つ
い
て
知
り

た
い
こ
と
が
す
ぐ
に
探
せ
る
「
入
り
口
」

と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
年
金
ポ
ー
タ
ル
は
、「
わ
た
し
と
み
ん

な
の
年
金
ポ
ー
タ
ル
」
で
検
索
、
ま
た
は

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　広
島
西
年
金
事
務
所 

☎
0
8
2
‐
5
3
5
‐
1
5
0
5

　
　
　
　
　
　岩
国
年
金
事
務
所 

☎
24
2
2
2
2

　
　
　
　
　
　保
健
医
療
課 

☎
59
2
1
4
1

法
務
局
で
お
預
か
り
し
ま
す

自
筆
の
遺
言
書
の
保
管
制
度

問
い
合
わ
せ

　広
島
法
務
局
廿
日
市
支
局 

☎
0
8
2
9
31
２
１
６
４

　
あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を
法
務
局

（
遺
言
書
保
管
所
）
が
保
管
し
ま
す
。

　
遺
言
は
、
相
続
を
め
ぐ
る
紛
争
を
防
止

す
る
た
め
に
有
用
な
手
段
で
す
。そ
し
て
、

遺
言
者
本
人
が
自
書
さ
え
で
き
れ
ば
作
成

で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
筆
証
書
遺
言
書
を
作
成
し

て
も
、
遺
言
者
本
人
の
死
亡
後
、
相
続
人

に
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
一
部
の
相
続

人
な
ど
に
よ
り
改
ざ
ん
さ
れ
た
り
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、法
務
局
（
遺
言
書
保
管
所
）
で
は
、「
自

筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
大
切
な
財
産
を
確
実
に
託
す
方
法
の
一

つ
と
し
て
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
な
ど
は
事
前
予
約
制
で

す
。
詳
し
く
は
広
島
法
務
局
廿
日
市
支
局

に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
日
本
国
内
に
住
む
全
て
の
人
と
世
帯
を

対
象
と
し
た
、
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調

査
で
す
。
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
５
年
に
１
度
行
っ
て
お
り
、

今
年
は
国
勢
調
査
が
始
ま
っ
て
１
０
０
年

目
の
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
福
祉
政
策
、
防
災
対
策

な
ど
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
ほ

か
、
学
術
・
教
育
機
関
、
企
業
な
ど
幅
広

い
分
野
で
利
用
さ
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

調
査
項
目
（
16
項
目
）

　
氏
名
、性
別
、出
生
の
年
月
、就
業
状
態
、

従
業
地
ま
た
は
通
学
地
、
世
帯
員
の
数
、

住
居
の
種
類
な
ど

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

便
利
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

　
紙
の
調
査
票
以
外
に
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
も
回
答
で
き
ま
す
。

か
た
り
調
査
に
ご
注
意
を
！

　
国
勢
調
査
と
称
し
て
世
帯
の
家
族
構
成

や
氏
名
、
収
入
な
ど
を
尋
ね
る
不
審
な
電

話
や
訪
問
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不
審
に

思
っ
た
場
合
は
、
企
画
財
政
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　企画財政課 ☎59-2125

９月中旬から調査員が市内全世帯を訪問します―

全国一斉 国勢調査
令和２年 10月1日

令和２年国勢調査　調査員募集
募集期間　８月14日㈮まで
活動期間　８月下旬～ 10月中旬(予定)
※毎日ではなく、活動期間の中で自身の都合を調整しな
　がら活動できます。
報　　酬　担当調査区数などにより国の基準額を支給
　　　　　（１調査区当たり３～４万円程度）
応募要件
・責任を持って調査事務を遂行できる、原則20歳以上の人
・調査上知りえた秘密を順守できる人
・選挙や警察などの関係者でない人
・暴力団員でない人および暴力団もしくは暴力団員の関       
  係者でない人
申し込み　電話で企画財政課へ。



OTAKE 2020（令和2）.8
● 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

毎週 土曜日 10時～12時､13時～16時

あいいく館（杉嶋携帯  ☎090-2298-9624）

※無料｡駐車場あり
開館日
ところ 南栄3丁目1番29号

　赤ちゃん・幼児とその保護者・小学生が絵本と工作とおもち
ゃで楽しく遊べる広場です。幼児、小学生向けの絵本や童話も
たくさんあります。リニューアルして開館中。文部科学大臣表
彰を受賞しました。初めての方もぜひお越しください。

○ 夏野菜の収穫
○ 絵本の読み語り・貸し出し・紙芝居・手遊び
○ 今月のおすすめ絵本は「命」です。
○ 絵本講座「絵本の窓」は、８月は第２月曜日が
　休日のためお休みです。

○ みんなでリトミック

○ こども館リトミック

○ 和みのヨーガ

○ 積み木であそぼう！

○ ママ＆キッズふれあいエクササイズ

いつでもどうぞ！

ボランティア
団体

※本の貸し出しは、１人３冊、２週間までです。

さかえ子育て支援センター☎53-9755・福祉課☎59-2148

　親子の交流、子育て情報の提供などを行っています。無料で利用
できますので、気軽にお越しください。現在、利用人数は4組までで
す。申し込みは直接、または電話で、さかえ子育て支援センターへ。

さかえ子育て支援センター

○ 栄養相談子育て講座

8月25日㈫ 9時30分～10時30分  と　き

乳幼児と保護者対　象

田村 亜希さん
(株式会社江崎グリコ 管理栄養士･子育てアドバイザー)

講　師

授乳時期、離乳時期、幼児期の栄養相談、産後ママの食事ポイントなど
のアドバイスを行います。（要電話予約）
その他の行事については、さかえ子育て支援センターのホームページを
ご覧ください。「さかえ子育て支援センター」で検索。

予約は、電話または、直接松ケ原こども館へ。行事の変更やお知らせなど
は、ほのぼのんホームページをご覧ください。現在、館内の人数制限をして
います。事前に電話で確認の上、お越しください。

子育て支援センター☎54-0039・福祉課☎59-2148

　親子の交流、子育て情報の提供などを行っています。子育て期の悩みや困
りごとについて子育てコーディネーターが相談を受けます。（利用人数は３
組程度）希望者は、直接どんぐりHOUSEか電話で申し込んでください。

休館日 8月10日（祝・月）

開館日 毎週 月曜日～金曜日
9時30分～12時（未就園児のみ）、13時30分～16時15分

毎週 月曜日～水曜日・金曜日・土曜日
10時～11時30分、13時30分～15時

毎週 月曜日～金曜日
9時30分～12時、13時30分～16時30分

立戸1丁目8番5号ところ

ストローとんぼを作って遊びましょう。

○ つくって あそぼう と　き 8月5日㈬ 11時～

と　き 8月  1日㈯ 10時30分～11時(要予約)

と　き 8月  5日㈬ 10時30分～11時(要予約)

と　き 8月19日㈬ 10時30分～11時(要予約)

と　き 8月24日㈪ 10時(要予約)

と　き 8月31日㈪ 10時30分～11時(要予約)

ところ 総合市民会館１階図書室

ところ 総合市民会館１階大集会室

○ 身体測定 と　き 8月19日㈬･20日㈭ 9時30分～
身長・体重を測りましょう。

○ 誕生会 と　き 8月17日㈪ 11時～

みんなで8月生まれのお友だちをお祝いしましょう。

講師　落合由美さん（落合由美ピアノ・リトミック教室）

講師　中島智子さん（日本キッドビクス協会公認インストラクター）

和久先生の積み木や道具で遊びます。   講師　中木秀成さん（広島安佐プレイルーム代表）　

講師　丸木佳代子さん（和みのヨーガインストラクター）　

講師　中村幸子さん（ピアノ・リトミック講師）　

松ケ原こども館☎℻57-8333・福祉課☎59-2148
開館日

休館日 8月10日（祝・月）・14日（金）~17日（月）
ところ 松ケ原町445番地2

開館日

休館日 8月10日（祝・月）
ところ 西栄3丁目12番25号

子育て支援施設／イベント・行事

問い合わせ　
　子育て支援センター　☎54-0039
　福祉課　☎59-2148

オンラインで絵本を見たり、手あそび・歌遊びを楽しん
だりどんぐりHOUSEのスタッフや保護者同士おしゃべ
りをしたり、家庭で支援センターの雰囲気を味わえま
す。また、育児の悩みなど個別相談も行います。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

オ  ン ラ イ  ン
「おしゃべり広場」開催中

情報ステー
ション

Ray-wa
information
station

市内の各種団体名の「大
竹市」「大竹」などは、
原則省略しています。
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●新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載している催しな
　どは中止、または延期になる場合があります。

新 刊 案 内 ♠♦♣♥お と な 本
の♠♦♣♥こ ど も 本

の

　  ｢コンパスが南をさすとき
地球のN極とS極が引っくり返る
なぞに挑む｣

「秘密のノート」

｢ふきげんな子どもの育て方
どうして、いつもイヤイヤなの?｣

「52ヘルツのクジラたち」

「ライフ･アフター･ライフ」

町田   そのこ／著
（中央公論新社）

陰山   聡／著
（くもん出版）

ジョー・コットリル／作
杉田   七重／訳

（小学館）

ケイト・アトキンソン／著
青木   純子／訳
（東京創元社）

　スペイン風邪で､海で溺れて､
フューラーと呼ばれる男の暗殺
を企てて…。何度も生まれては
死亡するアーシュラ。かすかな
デジャヴュをどこかで感じなが
ら､幾度もの人生を生きるひと
りの女性の物語。

　1934年の秋､マツさんの家にか
わいい子馬がやってきました。ラ
ンタンと名付け､可愛がっていまし
たが、ある日､１通の青い手紙が届
きました。それは馬の召集令状で
…。平和への願いをこめてつづっ
た実話をもとにした物語。

いしい   ゆみ／作
大庭   賢哉／絵

（静山社）

｢戦争にいったうま｣

湯汲   英史／著
（岩崎書店）

▲平和図書コーナー

▲課題図書コーナー

▲「おはなし会」のようす。ソーシャ
ルディスタンスを守っておはなしを聞
きました。

イ
ベ
ン
ト
紹
介

と
き
８
月
15
日
㈯
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
▼
対
象
幼
児
・
小
学
生

※
８
月
14
日
㈮
の
「
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は

　
な
し
会
」「
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会
」
は

　
中
止
し
ま
す
。

お
は
な
し
会

戦
後
75
年
を
考
え
る

む
し
む
し

山
を
満
喫
〜
８
月
10
日
は
山
の
日

一
般
向
き  

児
童
向
き

時
事
コ
ー
ナ
ー

展
示
コ
ー
ナ
ー

・
今
年
は
戦
後
75
周
年
で
す
。
一
般
展
示
で
特

　
集
す
る
ほ
か
、
平
和
図
書
コ
ー
ナ
ー
・
郷
土

　
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
も
関
係
資
料
を
集
め
て
い

　
ま
す
。『
ヒ
ロ
シ
マ
を
の
こ
す
　
平
和
記
念

　
資
料
館
を
つ
く
っ
た
人
・
長
岡
省
吾
』（
佐

　
藤
　
真
澄
／
著
　
汐
文
社
）
の
長
岡
省
吾
さ 

　
ん
は
大
竹
市
出
身
で
す
。

図
書
館
の
コ
ー
ナ
ー
紹
介

　
三
井
化
学
株
式
会
社
岩
国
大
竹
工
場
か
ら
児

童
図
書
購
入
の
た
め
、
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■白字は図書館の休館日です。○はおはなし会の日です。

8月（AUG）
土金木水火月日

3
10
17

7
14
21
28

5
12
19
26

2
9
16

1
8
15
22
29

4
11
18
25

6
13
20
2723/30 24/31

※14日㈮15日㈯は9時から17
　時まで開館します。

市立図書館ホームページアドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp
携帯アドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/mobile
問い合わせ FAX 52-8005☎52-5338
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● 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

社
会
福
祉
協
議
会
☎
52
2
2
7
5

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

福
祉

　
要
約
筆
記
と
は
、聴
覚
に
障
害

が
あ
る
方
に
情
報
を
文
字
で
伝

え
る
方
法
で
す
。

　
要
約
筆
記
に
よ
り
、「
聞
こ
え

な
い
言
葉
」が「
目
で
見
え
る
言

葉
」に
な
り
ま
す
。あ
な
た
の
文

字
で
言
葉
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

と
き
８
月
25
日
㈫
・
27
日
㈭
・

29
日
㈯
・
30
日
㈰（
い
ず
れ
も
９

時
30
分
〜
12
時
）▼
と
こ
ろ
サ
ン

ト
ピ
ア
大
竹
▼
内
容
・
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
要
約
筆
記
・
パ
ソ

コ
ン
入
力
の
技
術
と
基
礎
知
識
・

パ
ソ
コ
ン
入
力
の
実
習
・
事
例

検
討
▼
申
し
込
み
８
月
17
日
㈪

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

　
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
遠
方

の
人
と
グ
ル
ー
プ
電
話
が
で
き
た

り
、多
く
の
仲
間
と
つ
な
が
っ
て

リ
モ
ー
ト
飲
み
会
や
雑
談
な
ど
が

で
き
た
り
し
ま
す
。Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
使
い
方
を
楽

し
く
疑
似
体
験
し
な
が
ら
覚
え
ま

し
ょ
う
。

と
き
８
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭
10

時
〜
11
時
30
分（
全
２
回
）▼
と

こ
ろ
総
合
市
民
会
館
▼
対
象
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
た

状
態
で
持
参
で
き
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

お
持
ち
の
方（
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
を
優
先
）▼
講
師
古
川
和
人

さ
ん（
ら
ん
ら
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
）

▼
定
員
20
人（
申
込
順
）▼
申
し

込
み
８
月
３
日
㈪
９
時
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
総
合
市
民
会
館

へ
。

講
座

ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
キ
ン
グ
教
室

栄
公
民
館
　
☎
53
6
6
8
8

ス
マ
ホ
活
用
術

話
題
の
Z
o
o
m
・
L
I
N
E
ア
プ
リ
で

リ
モ
ー
ト
縁
会
し
よ
う
!

総
合
市
民
会
館
　
☎
53
6
6
７
７

神
前
神
楽
伝
承
教
室

伝
承
教
室 

代
表
　
所
宅

☎
52
4
8
7
8 

℻
52
4
8
7
9

　
巫
女
舞（
浦
安
の
舞
）の
教
室

で
す
。大
竹
の
地
か
ら
世
界
の
平

和
を
祈
る
舞
で
す
。

と
き
８
月
10
日（
祝
・
月
）（
第
１

回
）13
時
15
分
〜
15
時 

10
月
末
ま

で
の
全
10
回（
２
回
目
以
降
は
、

相
談
の
上
決
定
）▼
と
こ
ろ
大
瀧

神
社
氏
子
会
館
▼
対
象
小
学
１

年
生
〜
大
学
４
年
生
ま
で
の
女

子
▼
講
師
所
瑠
璃
さ
ん（
神
社
音

楽
協
会
師
範
）▼
定
員
5
人
▼
受

講
料
５
０
０
０
円（
分
納
可
）▼

申
し
込
み
伝
承
教
室  

所
へ
。

　
大
切
な
思
い
出
の
写
真
を
よ

り
楽
し
く
鮮
や
か
に
残
し
ま
せ

ん
か
。写
真
の
保
存
方
法
も
教
え

ま
す
。

と
き
８
月
22
日
㈯
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
市

内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
※
子

ど
も
連
れ
可
▼
講
師
加
藤
恭
子

さ
ん（
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）▼
定
員
10
人

（
申
込
順
）▼
参
加
料
５
０
０
円

※
材
料
費
は
当
日
集
め
ま
す
。▼

持
参
品
写
真
５
〜
６
枚
、は
さ
み

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

栄
公
民
館
へ
。

　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
新
し
い
日
常

が
ス
タ
ー
ト
。急
激
に
普
及
し
た

「
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
」を
有

効
活
用
す
る
た
め
、事
例
を
交
え

て
分
か
り
や
す
く
学
ぶ
講
座
で

す
。

Ｚ
o
o
m
に
も
挑
戦
！

と
き
８
月
８
日
㈯
13
時
30
分
〜

15
時
▼
と
こ
ろ
玖
波
公
民
館
▼

講
師
末
廣
天
佑
さ
ん（
オ
ン
ラ
イ

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）▼
定
員
15
人

程
度（
申
込
順
）▼
申
し
込
み
８

月
１
日
㈯
か
ら
玖
波
公
民
館
へ
。

学
び
の
カ
フ
ェ
８
月

分
か
り
や
す
い

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

玖
波
公
民
館

　☎
57
7
0
8
4

み
　
こ 

ま
い

伝統行事
の行列中止

10月18日日大竹祭

秋まつり
問い合わせ　生涯学習課 ☎53-5800

市指定重要文化財（奴行列・山車）
やっこ

新型コロナウイルス感染防止のため
今年の奴行列・山車は、中止します。

障害がある方で就労を希望する方の相談を受け付けます。
予約制のため、事前に電話で申し込んでください。

障害者
就労相談
と　き ところと　き ところ8月13日㈭ 10時～12時 市役所

広島西障がい者就業･生活支援センターもみじ
☎0829-34-4717

申し込み／
問い合わせ
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

● 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
広
場
」

　広
い
ホ
ー
ル
で
体
を
動
か
し

て
劇
あ
そ
び「
３
び
き
の
こ
ぶ

た
」を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と
き
８
月
４
日
㈫
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
▼
と
こ
ろ
総
合
市
民

会
館
▼
対
象
未
就
園
児（
１
歳
以

上
の
子
）と
保
護
者

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
の
状
況
次
第
で
は
、中
止
、

　
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講

　
座
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

　
す
。

子
育
て
イ
ベ
ン
ト

ど
ん
ぐ
り
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
54
0
0
3
9

福
祉
課

☎
59
２
１
４
８ 子

育
て

健
康

カ
ラ
ダ
が
よ
ろ
こ
ぶ

健
康
講
座（
栄
）

栄
公
民
館
　   

☎
53
6
6
8
8

Ｋ
ａ
Ｒ
ａ
Ｄ
ａ
カ
フ
ェ

玖
波
公
民
館

　☎
57
7
0
8
4

　運
動
初
心
者
で
も
簡
単
に
楽

し
く
で
き
る
運
動
を
メ
イ
ン
に

行
い
ま
す
。健
康
的
な
運
動
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
姿
勢
改
善
で
バ
ラ
ン
ス
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
▼
と
き
８
月
６
日
㈭

10
時
〜
11
時

②
腰
痛
予
防
体
操
腰
回
り
の
筋

力
ア
ッ
プ
▼
と
き
８
月
20
日
㈭

10
時
〜
11
時
▼
申
し
込
み
①
②

い
ず
れ
も
８
月
１
日
㈯
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
玖
波
公
民
館
へ
。

と
き
８
月
11
日
㈫
10
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
講
師
明

瀬
佳
子
さ
ん（
健
康
運
動
実
践
指

導
者
）▼
持
参
品
運
動
の
で
き
る

服
装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物
、

タ
オ
ル
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
）※
ボ
ー
ル
を
お
持

ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
前
日
ま
で
に
栄
公

民
館
へ
。

※
体
調
管
理
を
し
た
上
で
、マ
ス

　
ク
を
着
用
し
て
参
加
し
て
く

　
だ
さ
い
。

や
さ
し
い

マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
教
室

栄
公
民
館
　   

☎
53
6
6
8
8

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
で
赤

ち
ゃ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ

う
れ
し
い
気
持
ち
で
始
め
ま
し

ょ
う
。

と
き
８
月
31
日
㈪
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
安

定
期
に
入
っ
た
健
康
な
妊
婦
▼

講
師
田
中
し
げ
み
さ
ん（
ヨ
ガ
講

師
）▼
定
員
８
人
▼
持
参
品
運
動

の
で
き
る
服
装
、バ
ス
タ
オ
ル
２

枚
、タ
オ
ル
２
枚
▼
申
し
込
み
前

日
ま
で
に
栄
公
民
館
へ
。

家
族
で
参
加
で
き
る

ヘ
ル
シ
ー
C
O
O
K
パ
ッ
と
教
室

保
健
医
療
課

　☎
59
2
1
5
3

　
こ
の
教
室
は
、運
動
を
通
し
て

健
康
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。　
　

　
リ
ズ
ム
運
動
は
、ス
ト
レ
ス
発

散
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。大
人
も

子
ど
も
も
一
緒
に
‼「
L
E
T
’S 

D
A
N
C
I
N
G
」

と
き
・
と
こ
ろ
下
表
の
と
お
り

▼
対
象
市
内
在
住
の
方（
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）▼
定
員
各

回
15
人
ま
で（
子
ど
も
含
む
）▼

持
参
品
運
動
の
で
き
る
服
装
、運

動
靴
、飲
み
物
、タ
オ
ル
、マ
ス
ク

▼
申
し
込
み
前
日
ま
で
に
電
話

で
保
健
医
療
課
へ
。

※
託
児
が
必
要
な
方
は
３
日
前

　
ま
で
に
電
話
で
保
健
医
療
課

　
へ
。

◦
託
児
定
員
３
人（
申
込
順
）。託

児
が
少
人
数
の
対
応
と
な
り
ま

す
。託
児
利
用
は
１
人
に
つ
き
、

月
１
回
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、当

日
９
時
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
参
加
し

　
て
く
だ
さ
い
。当
日
、自
宅
で

　
検
温
し
、発
熱
、風
邪
症
状
、せ

　
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が

　
あ
れ
ば
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
。

と　き ところ

8月21日㈮

内　容

10時～11時30分

8月7日㈮
10時～11時30分

3階
多目的ホール

サントピア大竹

※全日、託児付きです。

大人も子どもも
楽しくリズム運動

～どうぞ！家族で参加！～

問い合わせ 県西部保健所

　検査は匿名で受けられ、プライバシー
は厳守されます。感染に心あたりがある
方は、ためらわずにすぐ検査を受けましょ
う。※検査は無料で、予約が必要です。

☎０８２９-32-１１８１HIV(エイズ)抗体検査
肝炎ウイルス検査
梅毒検査

申し込み
と こ ろ
と き

県西部保健所

8月19日(水)　9時～11時　

予約制匿名 無料

県西部保健所  (廿日市市桜尾2-2-68)

気分が
ゆううつ

県西部保健所 ☎0829-32-1181
8月6日(木)　山崎本社みんなのあいプラザ 14時～１６時

申し込み

心の健康相談心の健康相談
(精神保健福祉相談)

※予約制(２日前までに)

とき・ところ

眠れない
認知症

酒・薬物依存
の問題

対人関係・
職場等での

ストレス

人とうまく
付き合えない

ひきこもり
相談無料
・秘密厳守

悩んでいる方ご本人や、ご家族など、周りの方の相談に
専門の医師が応じます。



OTAKE 2020（令和2）.８
● 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

お
知
ら
せ

ア
ラ
カ
ル
ト

消
防
本
部

　☎
53
1
0
4
8

令
和
２
年
度
前
期（
延
期
日
程
）

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習

と
き
10
月
12
日
㈪
か
ら
12
月
16
日

㈬
ま
で
の
う
ち
1
日
▼
と
こ
ろ
大

竹
市・廿
日
市
市・広
島
市
ほ
か
▼

受
講
料
４
７
０
０
円
▼
申
し
込
み

消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
用
紙
で

８
月
20
日
㈭
か
ら
９
月
２
日
㈬
ま

で
に
消
防
本
部
へ
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
延
期
さ
れ
た
講
習
で

す
。今
後
の
感
染
状
況
に
よ
り
再

度
の
変
更
も
あ
り
ま
す
。県
危
険

物
安
全
協
会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

税
理
士
税
務
相
談
会

市
民
税
務
課

　☎
59
２
１
2
8

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」強
化
週
間

自
治
振
興
課

　☎
59
２
１
4
5

相
談

　
中
国
税
理
士
会
所
属
の
税
理
士

が
、税
金
の
種
類
を
問
わ
ず
、無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、気
軽
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
９
月
10
日
㈭
13
時
〜
16
時

（
１
人
30
分
）▼
と
こ
ろ
市
役
所
▼

申
し
込
み
電
話
で
市
民
税
務
課

へ
。

　
広
島
法
務
局
、広
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、い
じ
め
や

児
童
虐
待
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の

被
害
に
あ
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
発
す
る
信
号
を
い
ち
早
く
キ
ャ

ッ
チ
し
、問
題
の
解
決
を
支
援
す

る
た
め
、専
用
相
談
電
話「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」を
常
時
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、８
月
28
日
㈮
か
ら
９

月
3
日
㈭
ま
で
の
間
を
全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」強

化
週
間
と
し
て
、時
間
を
延
長
し

て
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
】

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

【
強
化
週
間
の
相
談
受
付
時
間
】

８
時
30
分
〜
19
時
※
土
・
日
曜

日
は
10
時
〜
17
時

警
察
官
募
集

県
警
察
本
部
警
務
課

☎
０
8
2
‐
2
2
8
‐
0
1
1
0

（
内
線
2
６
３
５
）

　
受
験
案
内
や
採
用
案
内
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
、大
竹
警
察
署
で
も

掲
示・配
布
し
て
い
ま
す
。

第１次試験
        合格発表
第２次試験
        合格発表
第３次試験
        合格発表

9月  1日㈫　17時まで
9月 20日㈰　　　　　
9月 28日㈪　　　　　

10月　3日㈯ ・4日㈰　
10月 13日㈫　　　　　

  11月  5日㈭～11日㈬ 
11月19日㈭   　　　　

受付期間試験区分

合　　計

男性

女性

男性

女性

警察官A
（大卒）

警察官B
（大卒以外）

採用予定人数

昭和63年4月2日から
平成15年4月1日まで
に生まれた方
※ただし、警察官Ｂは、受験
申し込み時に学校教育法によ
る大学（短期大学を除く）在
籍中の方は受験できません。

31人程度

81人程度

4人程度

40人程度

6人程度

受験資格

( 前 年 同 期 比  8 件 減 )
発生件数 18件

( 前 年 同 期 比  0 人 )
死 者 数 １ 人!

!

!

( 前 年 同 期 比  1 2 人 減 )
負傷者数 20人

交 通 事 故 統 計 情 報

交通事故発生状況（6月末現在）

8月の米軍による弾薬処理
問い合わせ 危機管理課 ☎ 59-2119

米海兵隊岩国基地は、
焼却処理できない弾薬を同
基地沖合3.5㎞に位置する
姫子島で爆破処理しています。
曇りの日は爆破音がよく響く
ことがあります。

※●は弾薬処理日。いずれも8時～17時
　天候によって実施しない場合もあります。

2 16

18

13

23

22

24

30 31

25

3 4
9

8

10

16

1514

26 27 28 29

75
11 12

212017 19

パルボート宮島 ( 外向発売所 )

カレンダー

宮島ボートレース企業団
　☎0829-56-1122

●ボートレース宮島の収益金は、大竹市のまちづくりに役立てられています。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 土 日土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 月 月火水 木 金 水 木 金

8月
※念のため主催者発表のものと照合してください。

第10回
みやじ
マリン
カップ

ヴィーナスシリーズ第11戦
第６回

マクール杯

第3回
東京スポーツ
グループ杯

第50回
スポーツ
ニッポン杯
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

● 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

（
も
ぐ
太
く
ん
内
）

☎
57
8
8
8
8

と
き
9
月
22
日（
祝・火
）11
時
30

分
開
会
▼
と
こ
ろ
広
島
西
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
▼
対
象
市
内
在
住
ま

た
は
勤
務
の
方
▼
参
加
料
１
０
０

０
円
▼
プ
レ
ー
代
コ
ン
ペ
割
引
▼

競
技
方
法
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
ー（
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
）

▼
申
し
込
み
８
月
31
日
㈪
ま
で
に

ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
に
備
え
付
け

の
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。　

ス
ポ
ー
ツ

市民水泳大会中止
問い合わせ
水泳連盟（丸小宅☎53-5598）

今年の市民水泳大会は、
新型コロナ感染防止のため
中止します。

来
年
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！

盛
り
上
げ
よ
う

20
歳
の
季
節
　

成
人
の
つ
ど
い
実
行

委
員
会
メ
ン
バ
ー

生
涯
学
習
課
　
☎
53
5
8
0
0

　今
年
度
20
歳
を
迎
え
る
新
成

人
の
皆
さ
ん
か
ら
、実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。実
行
委
員
会
で

は
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、役

割
を
決
め
て
企
画
・
運
営
し
ま

す
。一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
皆

電子申請
QRコード

１月13日に行われた
「成人のつどい」。
実行委員会のメンバー
が受付で出迎え。

募
集

さ
ん
の
手
で
作
り
あ
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
、内
容

　
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。

「
成
人
の
つ
ど
い
」

と
き
令
和
３
年
１
月
11
日（
祝
・

月
）13
時
〜
16
時（
予
定
）▼
と
こ

ろ
総
合
市
民
会
館
、市
立
図
書
館

▼
対
象
新
成
人（
平
成
12
年
４
月

２
日
〜
平
成
13
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
）▼
募
集
人
数
10
人
程

度
▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
電

子
申
請
で
９
月
30
日
㈬
ま
で
に

生
涯
学
習
課
へ
。

　総
合
体
育
館
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
を
12
月
末
ご
ろ
ま
で
に

更
新
し
ま
す
。

　
こ
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

の
更
新
は
、ス
ポ
ー
ツ
く
じ

t
o
t
o
・
B
I
G
の
助
成
を
受 スポーツくじ（toto・BIG）の収益は、日本の

スポーツを育てるために使われています。

け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー

ツ
く
じ
t
o
t
o
や
B
I
G
の
収

益
は
、日
本
の
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー

ツ
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
利

用
す
る
と
き
は
、総
合
市
民
会
館

総
合
受
付
に
申
し
出
が
必
要
で

す
。詳
細
は
、総
合
市
民
会
館（
生

涯
学
習
課
）に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、機
器
の
入
れ
替
え
の
た

め
、総
合
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
の

利
用
が
一
時
的
に
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせ
生涯学習課　☎53-6677

―年末ごろまでにスポーツくじの助成で更新―

ミニバスのゴールが
新しくなります

ご注意ください

■市県民税（2期）
■国民健康保険料（2期）
■後期高齢者医療保険料（2期）
■介護保険料（2期）

令和2年度

納期限

問い合わせ
市民税務課 ☎59-21278月31日月

○納めるときは、納付書を使用してください。
○大竹市指定金融機関で納めてください。

「ひろしま環境の日」一斉行動
毎月第一土曜日は「ひろしま環境の日」です。

家庭で、職場で、
できることからはじめましょう。 環境整備課 ☎59-2154

8月のテーマ
やってみよう省エネ生活！
～エアコンの設定温度は28℃～
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6月12日　国土交通省太田川河川事務所が､『小
瀬川水防災タイムライン』を作成。ギャラリー
おおたけで､大竹市､岩国市､和木町の首長に手
渡されました。これは弥栄ダムの施設規模を上
回る災害を想定し､被害の最小化には､どの段階
でどのような行動をするかをまとめたものです｡
入山市長は｢タイムラインをもとに､早めの避難
を市民に周知していきたい｣と述べました。

7月3日　令和4年度末完成予定の大竹駅橋上化と
東西自由通路の工事の安全祈願が行われました。
JR西日本広島支社の飯田稔督副支社長､入山市長ら
が､安全を願ってくわ入れをしました。飯田副支社
長は｢未来に向けて､交流拠点となることを祈念し
ます｣と述べ､入山市長は｢今､形になるところまで
こぎ着けた。活力ある拠点となることを期待して
います｣とあいさつをしました。

7月15日　新型コロナウイルス感染症防止のた
め､人の密集するイベントが自粛されています。
恒例の『大竹･和木川まつり花火大会』も中止。そ
んな中でも花火を楽しんでもらおうと､『おうち
で花火』を実施。3密を避けるため､日時・場所
はシークレット。2回目となるこの日は､玖波漁
港で打ち上げられました。75発、約3分間の夏
の夜空を彩る大輪の花のショーでした。

17
FRI

7/

1屋上から見上げて競技を見学。標準タイムは75秒。2救
助に向かう一心な表情。汗が光ります。3スタートの合図
とともに､4mのロープでハーネス(安全帯)を作り､自分の体
に素早く巻きつけます。4安全確保のためにも､要救助者と
呼吸を合わせることも大切。

1

3

2

4

レスキューの技を競う
消防本部

新型コロナウイルスの影響で､全国大会が中止となったため､
今年度は署内での大会に変更になった『消防救助技術指導会』｡
救助技術の向上を目指して各種競技が行われるもので､今回は
平成25年から7年ぶりに実施する種目『ロープブリッジ救出』
です。消防庁舎の2つの訓練塔に渡した20ｍのロープをつた
って､対面側にいる要救助者を救出し､自分たちも安全に帰還
するもの。4人1組6チームが､安全確実性や所要時間を競いま
す。
　見守る仲間たちの｢行け!行けー!｣という声援が後押しとな
り､大会は熱を帯びてきました。

非
接
触
式
温
度
計
を
寄
贈

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

非
接
触
式
温
度
計
を
寄
贈

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　6
月
25
日
、
市
P
T
A
連
合
会
太
田
悠
一
会

長
か
ら
市
内
の
小
中
学
校
へ
非
接
触
式
温
度
計

12
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　太
田
会
長
は
｢コ
ロ
ナ
対
策
は
学
校
で
も
大

変
だ
と
思
う
の
で
、
こ
の
温
度
計
を
使
っ
て
少

し
で
も
学
校
の
負
担
が
減
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ

し
い
｣と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　三
菱
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

会
社
が
開
発
し
た
｢ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ス
プ
レ

ー
｣（
抗
菌・抗
ウ
イ
ル
ス
成
分
保
有
）
を
1
0
5

本
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

太田会長(左)から小西教育長に、温度計
が手渡されました。

感
染
症
対
策
に

ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ス
プ
レ
ー
を
寄
贈

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

感
染
症
対
策
に

ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ス
プ
レ
ー
を
寄
贈

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

OTAKE 2020（令和2）.8 　　のついているものは､これ以外の写真も大竹市公式フェイスブックで見ることができます。

1

3

2

45

1｢足がはやくなりますように｣｢なわとびがじょうずになりますよう
に｣｢むしをいっぱいつかまえたい｣など､思い思いの願いを書いた短
冊を下げた笹の前で年長組さん。2ちょっと苦かったかな。3お茶
席の気分を盛り上げるよう､掛け軸も飾られました。4どんな味かな
？5アイスみたい。

7
TUE

7/

　
七
夕
の
日
の
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
る

『お
茶
会
』で
、
子
ど
も
た
ち
が
、
茶
の
湯

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
年
長
組
の
子
ど
も
た
ち
は
、
和
室
に
入

る
と
、
深
々
と
お
じ
ぎ
を
し
、
行
儀
よ
く

正
座
で
待
ち
ま
す
。
最
初
に
和
菓
子
を
い

た
だ
く
と
、
浴
衣
姿
の
所
長
が
た
て
た
抹

茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
も
飲
み
や
す
い
よ
う
に
、
少
し
薄
味
に

し
て
あ
る
そ
う
で
す
。
少
し
緊
張
の
面
持

ち
で
飲
ん
で
み
る
と
、｢

苦
い
け
ど
お
い

し
か
っ
た｣

と
の
感
想
。｢

ア
イ
ス
み
た
い

だ
っ
た｣

と
、
抹
茶
味
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
思
い
出
し
た
子
も
い
ま
し
た
。

抹
茶
の
味
は
い
か
が
か
な
？

立
戸
保
育
所

1非接触式の体温計で、入り口で検温。
問診票に体調も記入。

2なかなかうまくテントが畳めません。
3段ボール製の折り畳めるパーテーション｡
体調不良者などの簡易個室になります。

25
THU

6/

31

2

6
月
24
日
、
25
日
の
２
日
間
に
分
か
れ
て
、
災
害
時
の
避
難

所
対
応
の
市
職
員
約
70
人
が
、
避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
学
び
ま
し
た
。

　
避
難
所
に
見
立
て
た
入
り
口
で
は
、ま
ず
検
温
や
体
調
チ
ェ
ッ
ク
。

室
内
で
の
３
密
を
避
け
る
た
め
、
避
難
者
同
士
の
距
離
確
認
、
部

屋
の
換
気
、
体
調
不
良
者
の
部
屋
分
け
、
折
り
畳
み
式
の
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
の
使
用
な
ど
、
今
ま
で
に
な
い
対
策
を
行
い
ま
す
。

　
テ
ン
ト
の
設
営
で
は
、
片
づ
け
方
が
意
外
に
難
し
く
、
説
明
書

を
読
み
な
が
ら
四
苦
八
苦
。
よ
う
や
く
畳
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と

か
ら
も
、
日
頃
の
訓
練
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。

避
難
所
で
の
感
染
症
対
策
を
学
ぶ

旧
小
方
中
学
校
体
育
館



OTAKE 2020（令和2）.8

8月～9月（上旬）のお知らせ

※個人給水管の修理には修理費が掛かります。

休日水道修理・使用開始（開栓）

8月1日㈯

2日㈰

8日㈯

9日㈰

10日(祝・月)

13日㈭

14日㈮

15日㈯

16日㈰

22日㈯

23日㈰

29日㈯

30日㈰

9月5日㈯

6日㈰

☎52-3365

☎52-2043

☎57-8300

☎53-6131

☎28-0185

☎52-2529

☎52-2501

☎54-1111

☎53-1201

☎45-1900

☎52-3365

☎52-2043

☎57-8300

☎53-6131

☎28-0185

㈲浜崎工業所

二階堂商事㈲

㈱竹内

㈲プロ・コーポレイション

奥田設備㈱

今五産業㈲

㈲成亜総合設備

㈱ゲイナンハウス

大竹第一工業㈱

大成テクノ㈱

㈲浜崎工業所

二階堂商事㈲

㈱竹内

㈲プロ・コーポレイション

奥田設備㈱

診療時間：９時～12時、13時～17時
ところ：立戸2丁目1番16号　☎52-0330
診療科：内科系・外科系

診療日：日曜日・祝日休日診療所

休日診療

診療時間：９時～16時30分岩国市在宅当番医

8月  2日㈰
9日㈰

10日(祝・月)
16日㈰
23日㈰
30日㈰

9月  6日㈰

友田クリニック(婦人科)
廣中泌尿器科
いなだ泌尿器科クリニック
栗栖眼科
小林耳鼻咽喉科医院
後藤産婦人科医院
ごちょう眼科

☎21-0913
☎43-1135
☎21-1976
☎34-5513
☎21-2718
☎43-3855
☎22-7432

今津町1
錦 見 2
今津町1
平 田 1
今津町3
岩 国 1
麻里布３

診療時間内にご利用ください。原則として往診は行いません。
変更の場合もあります。
市ホームページの「休日夜間当番医」でご確認ください。

8月  2日㈰
8月30日㈰

古吉眼科医院
耳鼻咽喉科村上クリニック

☎52-4707
☎52-1133

診療時間：9時～17時在宅当番医

新 町 2
元 町 1

西 栄 ３

油 見 ３

玖 波 ６

木 野 １

西 栄 ２

立 戸 ２

本 町 １

立 戸 ３

北  栄

南 栄 ３

西 栄 ３

油 見 ３

玖 波 ６

木 野 １

西 栄 ２

2号広告

TEL

株式会社  朋　建

0827－53－1825

設計施工一貫体制の総合力を提供いたします

大竹市木野1丁目15-15

規　格 広  告  料（税 込）
市内業者

30,000円

25,000円

50,000円

15,000円

色

黒１色

黒１色

印刷用４色

印刷用４色

1号  縦10㎝×横8.3㎝
2号  縦4.7㎝×横8.3㎝

3号  縦4.7㎝×横17㎝

4号  縦4.7㎝×横8.3㎝

40,000円

30,000円

60,000円

20,000円

市外業者

問い合わせ　企画財政課 ☎59-2125

※発行部数／約12,500部（月1回発行）

広 告 募 集広報紙
申し込み方法など、詳し
くは市ホームページを
ご覧ください。

1号広告

お問合せ先 ☏59-1555
施設見学や体験入居など、お気軽にお電話ください

介護付有料老人ホーム

コリーナ小方

一人部屋 数室空きあり
二人部屋 残り一室

(2020年７月中旬時点)

三菱ケミカル　広島事業所
サマーフェスティバル中止のお知らせ

毎年８月に開催しておりますサマーフェス
ティバルについて、新型コロナウイルス感染
拡大防止の観点から、ご来場の皆様の安全・
健康を最優先し、本年はやむなく中止という
判断をさせていただきました。何卒ご理解
賜りますようお願い申し上げます。

問合先：三菱ケミカル(株)広島事業所総務人事G
　　　　TEL 52-2741

1号広告
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相
　
　
　
　談

健
康・子
育
て

失業・ひきこもりなど、さまざまな生活困窮に関する相談
携帯メールアドレス：otake-shakyo.yorisoi@docomo.ne.jp
相談員：家庭相談員・母子・父子自立支援員
内　容：子ども、母子・父子に関する相談

火・金曜日 消費生活全般の相談や問い合わせ

内　容：障害に関する相談
携帯ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：sya-sou@docomo.ne.jp

精神の障害に関する相談

内　容：障害に関する相談
携帯ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：
　fukushi.soudan.otake.city@gmail.com

サントピア大竹 介護保険の利用手続き・高齢者に関する相談など

認知症に関する相談（全市）・玖波地区の介護保険の
利用手続き・高齢者に関する相談など

市政に関する相談など

こども相談室

市　　役　　所

市　　役　　所

医療法人社団
知 　 仁 　 会

医療法人社団
知 　 仁 　 会

毎　週
火曜日

月曜日～
　金曜日

月曜日～
　金曜日

月曜日～
　金曜日

月曜日～
　金曜日

月曜日～
　金曜日

月曜日～
　金曜日

月曜日～
　金曜日

月曜日～
　土曜日

月曜日～
　金曜日

月曜日～
　金曜日

月曜日～
　金曜日

月曜日～
　土曜日

10：00～12：00
13：00～15：30

年金などの相談・手続きなど
相談は予約が必要です。（前週金曜正午までに）

9：00～16：00
リフォームや新築など、住まいに関する相談に応じ
ます。（祝日は除く。予約制）

8：30～17：15

8：30～17：15 DV、セクハラなどの女性の人権についての相談

8：30～16：45
(水曜日は15：30まで）

8：30～17：15

8：30～16：45

9：00～17：00

8：30～17：15

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～17：00

10日 （木） 相談員：行政相談員13：00～16：00

16日 （水） 対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

17日 （木） ギャラリーおおたけ
（市立図書館）

ギャラリーおおたけ
（市立図書館）

対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

通知に記載された
時間にお越しください｡

通知に記載された
時間にお越しください｡

15日 （火） 10：00～11：30

10：00～12：30

総合市民会館

総合市民会館13日 （日） 対　象：妊婦さんとその家族･祖父母(事前予約必要)
持参品：母子健康手帳、父子手帳、筆記用具、マスク

相談員：司法書士
相談は予約が必要です。

第　3
木曜日

13：00～16：00
（1人30分程度）

8日 （火） 相談員：弁護士
相談は予約が必要です。（8月12日㈬から受付開始）

13：00～16：00
（1人30分）

8：30～17：30

9：00～16：00

電話や面接による子どもと保護者を対象とした相談
（時間外を希望の方は事前に連絡を）

いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権についての
相談

ぎゃく

商 工 会 議 所

大竹住まいのリフォーム
センター（商工会議所）

0120-007-110
（無料）

0570-070-810

サントピア大竹

市　　役　　所

市　　役　　所

サントピア大竹

サントピア大竹

市 役 所

市 役 所

対　象：おおむね1歳6カ月まで
内　容：体重測定、母乳相談、健康相談、栄養相談
持参品：バスタオル2枚、母子健康手帳、マスク

下の表の情報は9月のものです｡

ふ れ あ い サ ロ ン
に こ に こ ひ ろ ば
[保健医療課]☎59-2140

乳 児 健 康 相 談
[保健医療課]☎59-2140

1歳6カ月児健康診査
[保健医療課]☎59-2140

パ パ マ マ ス ク ー ル
[保健医療課]☎59-2140

弁 護 士 相 談
[企画財政課]☎59-2124

行 　 政 　 相 　 談
[企画財政課]☎59-2124

家 庭 児 童 相 談 室
[福祉課]☎59-2151

市消費生活センター
☎57-3236

市地域包括支援センター
☎53-1165

地域活動支援センターみらい
☎59-0223

司法書士による法律相談
[社会福祉協議会]☎52-2275

市 政 へ の 相 談
[企画財政課]☎59-2124

こ ど も 相 談
[教育委員会]☎54-0021

年　 金　 相　談
[広島年金事務所]☎082-535-1505

女性の人権ホットライン

子どもの人権110番

よりそいサポートセンター
☎35-5300

障がい者相談支援センター
☎52-0167　　52-2247℻

市認知症対応・玖波地区
地域包括支援センター
☎57-7461

住まいに関する相談
☎54-0077

障　 害 　相 　談
[福祉課]
☎59-2150　　57-7185℻

9月の情報ステーション
先取 り

2020.SEP

人　口　26,744人

世帯数　12,937世帯

（男）13,127人 （女）13,617人

市の人口（ 7月1日現在  ）

●新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。


